
The
NORTH

THE  KITAOSAKA  CHAMBER  OF  COMMERCE  &  INDUSTRY

2 0 2 2  

北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：北大阪商工会議所　正副会頭

北大阪商工会議所
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

１

いまさら聞けないSDGs
—持続可能な「北大阪の」開発目標—

特　集





Nijiriguchiの躙り口

北大阪商工会議所　正副会頭
新年号の表紙は、当所の久門

哲男会頭（クモンホールディングス
㈱代表取締役、写真中央）、佐々
木啓益副会頭（吉泉産業㈱ 代表取
締役、写真中央右）、村田孝義副
会頭（㈱アクセス 代表取締役社長、
写真中央左）、寺村眞悟副会頭（枚
方信用金庫 顧問、写真右）、松本
秀作副会頭（ダイコロ㈱ 代表取締
役社長、写真左）。商工会議所の
正副会頭、それはつまり北大阪経
済界を牽引するトップランナー。
本年も会員の皆様のご意見に耳を
傾け、皆様に喜んでいただける商
工会議所を目指す。

令和４年１月１日　毎月１日発行　通巻610号
北大阪商工会議所　［枚方市・寝屋川市・交野市］
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あけましておめでとうございます。
皆様方におかれましてはお健やかにお迎えの

こととお慶び申し上げます。気持ちを新たに、
引き締まる思いで本年をスタートしたいと思い
ます。

また、旧年中は当商工会議所に対しまして、
格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。本
年も会員の皆様方を始め関係各位からご厚情を
いただき、活気ある北大阪商工会議所となりま
すようお力添えをよろしくお願いいたします。

さて、新型コロナウイルス感染症は予断を許
さない中、昨年終盤には様々な制限が徐々に解
除され、少しずつ日常を取り戻しながらも、以
前とは異なるウィズコロナの社会へと転換して
きていると感じております。新型コロナワクチ
ンの３回目接種も実施されていく中、我々はど
のようにして経済を回復し発展につなげていく
か、チャレンジ精神をもって取り組む必要があ
ると考えます。

政府では、「成長と分配の好循環」と「コロ
ナ後の新しい社会の開拓」をコンセプトとした
新しい資本主義を実現していくための施策が検
討されています。デジタル改革やグリーン社会
の実現など、社会は大きな変革の時を迎えてお
り、「デジタル田園都市国家構想」においては
デジタル実装を地方から進め、新たな変革の波
を起こし、地方と都市の差を縮めていくことで、
世界とつながる構想の実現に向け検討が進めら
れています。

このような環境下において、我々は、地域産
業を支える会員の皆様を始めとする中小事業者
様の経営のご支援を中心とした活動を、継続し
て丁寧に、地道に取り組んで参ります。またこ
の社会の変化に対応すべく、中小事業者の経営
のデジタル化を推進、カーボンニュートラルな
社会の実現へ向けた取り組みを支援、またDX
や先進技術を取り入れた生産性の向上なども支
援して参ります。さらに起業、事業承継の支援
にも特に力を注ぎ、活気ある地域経済の実現を
目指して進みたいと考えます。

本年は北大阪商工会議所青年部が創立40周
年事業及び全国会長研修会の開催を迎えており、
この北大阪の地に全国から約2,000人の青年経
済人が集う年であります。必ず成功に導けるよ
う協力するとともに、この地域の魅力を存分に
PRして参りたいと思います。

新会館の建設におきましては、建設委員会を
立ち上げて検討を進めていただくとともに、正
副会頭が先頭に立ってスピード感をもって推進
して参る所存です。皆様方のお力添えを何卒よ
ろしくお願い申し上げます。

会員の皆様方ならびに関係各位におかれまし
ては、令和４年がより良き年、希望に溢れた年
となりますようお祈り申し上げ、北大阪商工会
議所が皆様から必要とされる商工会議所である
ように努力して参りますことをお誓いし、私の
年頭のご挨拶とさせていただきます。

本年もよろしくお願い申し上げます。

会 頭　久 門 哲 男

令和４年（2022年）

謹賀新年　新年のご挨拶

北大阪商工会議所

会 頭 久 門 哲 男 副 会 頭 佐々木啓益
副 会 頭 村 田 孝 義 副 会 頭 寺 村 眞 悟
副 会 頭 松 本 秀 作 専 務 理 事

事 務 局 長 谷 本 雅 洋
職 員 一 同
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博
覧
会
国
際
事
務
局
総
会
で
大
阪
・
関
西

万
博
の
開
催
が
正
式
に
承
認
さ
れ
、
日
本
国

際
博
覧
会
協
会
が
基
本
計
画
を
策
定
・
公
表

す
る
な
ど
、
万
博
開
催
に
向
け
た
準
備
が

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

と
い
う
テ
ー
マ
は
、
人
間
一
人
一
人
が
、
自

ら
の
望
む
生
き
方
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可

能
性
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
生
き
方
を
支
え
る
持

続
可
能
な
社
会
を
、
国
際
社
会
が
共
創
し
て

い
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、
大
阪
・
関
西
万
博
は
、
格
差

や
対
立
の
拡
大
と
い
っ
た
新
た
な
社
会
課
題

や
、
A
I
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
の
科

学
技
術
の
発
展
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
長
寿

命
化
と
い
っ
た
変
化
に
直
面
す
る
中
で
、
参

加
者
一
人
一
人
に
対
し
、
自
ら
に
と
っ
て

「
幸
福
な
生
き
方
と
は
何
か
」
を
正
面
か
ら

問
う
、
初
め
て
の
万
博
に
な
り
ま
す
。
近
年
、

人
々
の
価
値
観
や
生
き
方
が
多
様
化
す
る
と

と
も
に
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
誰
も
が
こ
れ

ま
で
想
像
し
え
な
か
っ
た
量
の
情
報
に
ア
ク

セ
ス
し
、
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま

え
、
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
健
康
・
医
療

を
は
じ
め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
デ

ジ
タ
ル
化
と
い
っ
た
取
組
を
体
現
し
て
い
く

と
と
も
に
、
世
界
の
叡
智
と
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
を
大
阪
・
関
西
地
域
に
集
約
し
、
多

様
な
価
値
観
を
踏
ま
え
た
上
で
の
諸
課
題
の

解
決
策
を
提
示
し
て
い
き
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
の
コ
ン
セ
プ
ト

「
People̓
s 

Living 

Lab（
未
来
社
会
の
実

験
場
）」
は
、
テ
ー
マ
を
実
現
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
り
、
万
博
の
ス
タ
イ
ル
を
よ
り

実
践
的
な
行
動
の
場
へ
と
進
化
さ
せ
る
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
。
多
様
な
参
加
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
取
組
を
持
ち
寄
り
、

SD
G
s達
成
に
資
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
会
場

内
外
で
行
い
、
未
来
社
会
を
た
だ
考
え
る
だ

け
で
な
く
、
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ア

ル
に
描
き
出
す
こ
と
が
大
阪
・
関
西
万
博
の

最
大
の
特
徴
で
す
。
万
博
会
場
を
新
た
な
技

術
や
シ
ス
テ
ム
を
実
証
す
る
場
と
位
置
づ
け
、

多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
誘
発
し
、
そ
れ
ら
を
社
会
実
装
し
て
い

く
た
め
の
巨
大
な
装
置
と
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ら
テ
ー
マ
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
軸
と
し

て
、
会
場
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
多
様

で
あ
り
な
が
ら
、
ひ
と
つ
」。
世
界
各
地
の

様
々
な
文
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
一
箇
所

に
集
ま
る
こ
の
万
博
に
お
い
て
、
多
様
性
を

称
賛
す
る
と
同
時
に
、
分
断
を
超
え
た
繋
が

り
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は

未
来
へ
の
希
望
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
会
場
デ
ザ
イ
ン
は
、
誘
致
の
コ

ン
セ
プ
ト
か
ら
引
き
継
ぐ
「
非
中
心
・
離
散
」

の
理
念
に
よ
っ
て
多
様
性
を
鼓
舞
し
、
そ
こ

に
「
つ
な
が
り
」
を
重
ね
合
わ
せ
ま
す
。
多

様
で
あ
り
同
時
に
一
つ
で
あ
る
こ
と
。
無
数

の
異
な
る
も
の
た
ち
が
一
つ
の
世
界
を
共
有

し
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
来
場
者
が
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場
を
目
指
し
ま
す
。

大阪・関西万博開催には経済界の資金協力が必須です。 関西経済界の一翼を担う当所にも、博覧会協会から寄附金募集の協力依頼がござ
いました。寄附にご協力いただけます場合、当所を通じて博覧会協会へ取り次ぎいたしますので、当所までご連絡いただきますようお願い申
し上げます。また、既に直接博覧会協会にご寄附をなされた企業様におかれましても、ご一報いただきたく存じます。つきましては、厳しい
経済状況の折、甚だ恐縮には存じますが、何卒、大阪・関西万博へのご理解と特段のご高配を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

※そのほかに、一般寄附（1 口 1 万円で2 口以上）もあります。
※寄附の詳細は、博覧会協会のホームページ（https://www.expo2025.or.jp/association/donation/）に記載しています。
申込方法　ご寄附いただけます場合は、以下項目をご記入の上、当所総務課までFAX（072‒841‒0173）をお願いいたします。
問合せ先　当所 総務課 TEL：072‒843‒5151

金　　額：法人は、100口　100万円以上（1口 　1万円）　※複数年分割入金も可能。　※会場建設の用途に活用されます。
税制優遇：指定寄附金として支払った金額の全額を損金算入することができます。

大阪・関西万博　会場建設へのご寄附について（お願い）

貴事業所名 電 話 番 号

ご担当者名 （部署・役職） （氏　名）

寄 附 金 額 万円　（入金方法：　□ 一括　　□ 分割）

寄 附 年 度 （一括の場合）　　　　　年度　　　　　　　　　　　　　　　　（分割の場合）　　　　　年度 ～　　　　　年度

開 催 概 要
名称
2025年日本国際博覧会

（略称「大阪・関西万博」）

テーマ
いのち輝く未来社会のデザイン

（Designing Future Society for 
Our Lives）

サブテーマ
Saving Lives(いのちを救う)
Empowering Lives(いのちに力を与える)
Connecting Lives(いのちをつなぐ)

コンセプト
People’s Living Lab
　　（未来社会の実験場）

会場

夢
ゆ め し ま

洲(大阪市臨海部)

開催期間

2025年４月13日（日曜日）～
10月13日（月曜日）

来場者数（想定）

約2,820万人

いよいよ大阪・関西万博がやってくる！
提供：2025年日本国際博覧会協会
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Feature

　

近
年
、
T
V
番
組
、
企
業
広
告
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
商
品
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
、
商
材

に
SD
G
sが
謳
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

2
0
1
8
年
頃
か
ら
は
露
骨
に
露
出
が
増
え
、

今
や
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、

宛
ら
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
状
況
で
あ
る
よ
う

に
思
え
る
。
そ
こ
で
今
回
、
当
誌
新
年
号
の

特
集
で
は
、
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
SD
G
sに

つ
い
て
、
当
所
会
員
の
皆
様
に
こ
っ
そ
り
整

理
し
て
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
な
ん
の
関
係
が
あ
る
の
か
、
ど
う
や
っ
て

事
業
に
落
と
し
込
め
ば
い
い
の
か
、
な
ど
当

所
の
事
例
も
交
え
て
お
届
け
し
た
い
。

SD
G
s（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
・
ズ
）と
は

　
SD
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）と
は
何

か
。
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
「
国
連
で
決
ま
っ

た
約
束
」
だ
。
具
体
的
に
は
、
2
0
0
1

年
に
策
定
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
M
D
G
s）の
後
継
と
し
て
、
2
0
1
5
年

９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
2
0
3
0
ア
ジ
ェ

ン
ダ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
国
連
加
盟
の

1
9
3
か
国
が
2
0
1
6
年
か
ら
2
0
3
0

年
ま
で
の
15
年
間
で
達
成
す
る
た
め
に
掲
げ

た
国
際
目
標
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
世
界
を

実
現
す
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル
・
1
6
9
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、
地
球
上
の

誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い（
leave 

no 
one 
behind）こ
と
を
誓
う
。
SD
G
sは
発

展
途
上
国
の
み
な
ら
ず
、
先
進
国
自
身
が
取

り
組
む
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
2
0
2
0

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
2
0
2
5
大
阪
・
関

西
万
博
開
催
国
で
あ
る
日
本
政
府
と
し
て
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

SD
G
sの
17
の
ゴ
ー
ル
は
次
の
通
り
。

1
貧
困
を
な
く
そ
う（
貧
困
の
撲
滅
）

2  

飢
餓
を
ゼ
ロ
に

　
（
飢
餓
撲
滅
、
食
料
安
全
保
障
）

3  

す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

　
（
健
康
・
福
祉
）

4  

質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

　
（
万
人
へ
の
質
の
高
い
教
育
、
生
涯
学
習
）

5  

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

　
（
性
差
別
廃
絶
）

6  

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

　
（
水
・
衛
生
の
利
用
可
能
性
）

7

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
、
そ
し
て
ク

リ
ー
ン
に

　
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
）

8  

働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

　
（
包
摂
的
で
持
続
可
能
な
経
済
成
長
、
雇
用
）

9  

産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う

（
強
靭
な
イ
ン
フ
ラ
、
工
業
化
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
）

⓾  

人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

　
（
国
内
と
国
家
間
の
不
平
等
の
是
正
）

⓫  

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
（
持
続
可
能
な
都
市
）

⓬  

つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任

　
（
持
続
可
能
な
消
費
と
生
産
）

⓭  

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

　
（
気
候
変
動
へ
の
対
処
）

⓮  

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

　

  （
海
洋
と
海
洋
資
源
の
保
全
・
持
続
可
能

な
利
用
）

⓯  

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

　

  （
陸
域
生
態
系
、
森
林
管
理
、
砂
漠
化
へ

の
対
処
、
生
物
多
様
性
）

⓰
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に

　
（
平
和
で
包
摂
的
な
社
会
の
促
進
）

⓱  

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う

　

  （
実
施
手
段
の
強
化
と
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
活
性
化
）

　

SD
G
sは
2
0
1
6
年
に
世
界
的
に
広

ま
っ
た
。
こ
の
目
標
が
世
界
に
広
が
る
過
程

は
「
SD
G
sの
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
」
と
呼
ば
れ

る
。
例
え
ば
、
我
が
街
「
北
大
阪
」
に
落
と

し
込
ま
れ
れ
ば
SD
G
sの
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
の

一
環
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
過
程
で
は
、
地

球
上
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
々
、
大
学
、
政

府
、
機
関
、
組
織
が
、
と
も
に
SD
G
sの
目

標
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
前

述
の
ゴ
ー
ル
の
中
か
ら
各
々
の
組
織
で
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
取
捨
選
択

し
、
行
動
に
移
せ
ば
い
い
わ
け
だ
。
企
業
や

組
織
は
好
き
な
ア
イ
コ
ン
を
選
択
し
て
取
り

組
み
内
容
を
添
え
て
宣
言
す
る
だ
け
で
ク

リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ
を
P
R
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
簡
単
だ
。
ど
の

テ
ー
マ
も
ゴ
ー
ル
と
い
う
よ
り
は
永
遠
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
そ
う
だ
が
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
地
域
経
済
界
と
い
う
立
場
で
直

接
的
に
関
連
が
あ
り
そ
う
な
テ
ー
マ
は
「
8

働
き
が
い
も
経
済
成
長
も（
包
摂
的
で
持
続

可
能
な
経
済
成
長
、
雇
用
）」「
9
産
業
と
技

術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う（
強
靭
な
イ
ン

フ
ラ
、
工
業
化
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」「
⓫

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を（
持
続
可

能
な
都
市
）」「
⓬
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任

（
持
続
可
能
な
消
費
と
生
産
）」
の
４
テ
ー
マ
。

間
接
的
に
は
す
べ
て
の
テ
ー
マ
と
紐
づ
け
る

こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

　

各
国
政
府
で
は
、
す
で
に
目
標
を
国
の

法
律
に
落
と
し
込
み
、
行
動
計
画
を
立
て
、

予
算
を
設
定
し
て
い
る
。
日
本
政
府
で
は

「
SD
G
s」
が
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
毎
年
日
本
版
SD
G
sモ
デ

ル
『
SD
G
sア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
』
を
策
定

し
て
い
る
。
2
0
2
1
年
版
は
2
0
2
0
年

12
月
に
発
表
さ
れ
、
2
0
2
2
年
版
も
じ
き

に
公
表
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
2
0
2
1
年
版
で

は
次
の
４
つ
の
重
点
事
項
、
８
つ
の
優
先
分

野
を
盛
り
込
ん
だ
実
施
方
針
を
示
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
感
染
症
対
策
」「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
」「
Society5.0」「
D
X
」「
N
ew 

N
orm
al」「
E
S
G
投
資
」「
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
ワ
ー
ク
」「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
S
T
I
）」「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

「
循
環
型
社
会
」「
地
方
創
生
」「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
」「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育（
E
S
D
）」
だ
。

日
本
版
SD
G
sモ
デ
ル
『
SD
G
sア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
2
0
2
1
』
４
つ
の
重
点
事
項

①
感
染
症
対
策
と
次
な
る
危
機
へ
の
備
え

•  

感
染
症
対
応
能
力
を
強
化
す
る
た
め
、
治

療
・
ワ
ク
チ
ン
・
診
断
の
開
発
・
製
造
・

普
及
を
包
括
的
に
支
援
し
、
こ
れ
ら
へ
の

公
平
な
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
。

•  

次
な
る
危
機
に
備
え
、
強
靭
か
つ
包
摂
的

な
保
健
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ（
U
H
C
）

の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

•  

国
内
で
は
、
P
C
R
検
査
･
抗
原
検
査
等

の
戦
略
的
・
計
画
的
な
体
制
構
築
や
保
健

所
の
機
能
強
化
な
ど
、
国
民
の
命
を
守
る

た
め
の
体
制
確
保
を
進
め
る
。

•  

栄
養
、
水
、
衛
生
等
、
分
野
横
断
的
取
り

組
み
を
通
じ
て
感
染
症
に
強
い
環
境
整
備

を
進
め
る
。
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

を
通
じ
て
世
界
的
な
栄
養
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
、
国
内
で
は
食
育
や

栄
養
政
策
を
推
進
す
る
。

②  

よ
り
よ
い
復
興
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
成
長
戦
略

・  

Society5.0の
実
現
を
目
指
し
て
き
た
従

来
の
取
り
組
み
を
更
に
進
め
る
と
共
に
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
し
、「
新
た

な
日
常
-N
orm
al-」
の
定
着
・
加
速
に

取
り
組
む
。

•  

E
S
G
投
資
の
推
進
も
通
じ
、
企
業
経
営

へ
SD
G
sを
盛
り
込
み
や
す
く
す
る
地
盤

を
整
え
る
。

•  

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
働
き
方
改
革
を
通
じ

て
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
を
促
進

し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
等
を
通
じ
、
個
人
が
輝
き
、
誰
も
が
ど

こ
で
も
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
目

指
す
。

•  

バ
イ
オ
戦
略
や
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
の

推
進
な
ど
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
S
T
I
）を
加
速
化
し
、
社
会
課
題
の
解

決
を
通
じ
て
SD
G
sの
達
成
を
促
進
す
る

と
共
に
、 

生
産
性
向
上
を
通
じ
た
経
済
成

長
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

を
推
進
す
る
。

③  

SD
G
sを
原
動
力
と
し
た
地
方
創
生
、
経

済
と
環
境
の
好
循
環
の
創
出

•  

2
0
5
0
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
へ
の
挑
戦
を
通
じ
、
世
界
の
グ

リ
ー
ン
産
業
を
牽
引
し
、
経
済
と
環
境
の

好
循
環
を
作
り
出
し
て
い
く
と
と
も
に
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
、
質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
の
推
進
を
継
続
す
る
。

•  

「
大
阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」

実
現
に
向
け
た
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

対
策
な
ど
を
通
じ
、
海
洋
・
海
洋
資
源
を

保
全
し
、
持
続
可
能
な
形
で
利
用
す
る
。

•  

SD
G
s未
来
都
市
、
地
方
創
生
SD
G
s官

民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
地
方
創
生

SD
G
s金
融
等
を
通
じ
、
SD
G
sを
原
動

力
と
し
た
地
方
創
生
を
推
進
す
る
。

④  

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
の
発
揮
と
絆
の
強

化
を
通
じ
た
行
動
の
加
速

•  

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推

進
す
る
と
共
に
、
人
へ
の
投
資
を
行
い
、

十
分
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
提
供
さ
れ

る
中
で
、
全
て
の
人
が
能
力
を
伸
ば
し
発

揮
で
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な

く
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
包

摂
的
な
社
会
を
目
指
す
。

•  

子
供
の
貧
困
対
策
や
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
・

リ
モ
ー
ト
化
を
進
め
る
と
共
に
、
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育（
E
S
D
）を
推

進
し
、
次
世
代
へ
の
SD
G
s浸
透
を
図
る
。

•  

国
際
行
事
の
機
会
を
活
用
し
て
法
の
支
配

や
ス
ポ
ー
ツ
SD
G
sを
推
進
す
る
と
共
に
、

地
球
規
模
の
課
題
に
関
し
て
、
国
際
協

調
・
連
帯
の
構
築
・
強
化
を
主
導
し
、
国

際
社
会
か
ら
信
用
と
尊
敬
を
集
め
、
不
可

欠
と
さ
れ
る
国
を
目
指
す
。

※
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
S
T
I
）

　
科
学
技
術
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
各
省
庁
よ
り
も
格
上

の
内
閣
府
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
に
お

い
て
推
進
さ
れ
る
我
が
国
の
成
長
戦
略
に
お
け
る
目
玉
政

策
の
ひ
と
つ
。
科
学
的
な
発
見
や
発
明
等
に
よ
る
新
た
な

知
識
を
も
と
に
し
た
知
的
・
文
化
的
価
値
の
創
造
と
、
そ

れ
ら
の
知
識
を
発
展
さ
せ
て
経
済
的
、
社
会
的
・
公
共
的

価
値
の
創
造
に
結
び
つ
け
る
革
新
の
こ
と
。
ま
た
は
そ
の

政
策
を
指
す
。

いまさら聞けないSDGs
— 持続可能な「北大阪の」開発目標 —
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Feature

な
ぜ
今
SD
G
sが
盛
り
上
が
る
の
か

そ
れ
は
「
E
S
G
投
資
」
と
の
結
節
点

　
SD
G
sと
は
日
本
語
で
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」
と
訳
す
。「
持
続
可
能
性
」
に
触

れ
た
考
察
に
は
歴
史
が
あ
り
、
環
境
学
に
お

い
て
は
約
50
年
前
か
ら
ず
っ
と
議
論
さ
れ
て

き
た
。
1
9
8
7
年
開
催
の
国
連
環
境
と
開

発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
「
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン

ト
報
告
」
で
初
め
て
提
起
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
研
究
者
か
ら
す
れ
ば
特
に
目
新
し

い
概
念
で
は
な
く
、
今
更
感
を
拭
え
な
い
。

な
ぜ
今
な
の
か
。
そ
れ
は
世
界
経
済
の
潮
流

と
の
結
節
点
が
「
今
」
だ
っ
た
と
振
り
返
る

べ
き
だ
ろ
う
。

　
1
9
8
7
年
に
国
連
で
持
続
可
能
性
が
提

唱
さ
れ
て
い
た
頃
と
同
時
期
に
世
界
で
は

C
S
R
＝
企
業
の
社
会
的
責
任
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
調

和
を
尊
ぶ
日
本
で
は
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と

古
来
よ
り
、
企
業
の
持
続
的
発
展
の
観
点

が
、
経
験
的
に
会
得
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
き

た
。
三
井
家
、
住
友
家
を
始
め
、
近
江
商
人

の
三
方
よ
し
な
ど
は
有
名
な
商
訓
だ
ろ
う
。

ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

企
業
は
こ
ぞ
っ
て
C
S
R
に
予
算
を
割
い
て

き
た
が
、
そ
れ
が
利
益
に
直
結
す
る
こ
と
は

珍
し
く
、
余
裕
の
あ
る
企
業
が
余
剰
利
益
か

ら
行
う
活
動
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
拭
い
き

れ
な
い
。

　

し
か
し
雲
行
き
が
変
わ
っ
て
き
た
の

は
21
世
紀
初
頭
。
E
S
G
活
動（
環
境
‐

Environm
ent、
社
会
-Social、
ガ
バ
ナ

ン
ス
-G
overnance）こ
そ
が
、
我
々
の
持

続
可
能
性
を
高
め
、
地
球
規
模
的
に
も
長
期

的
に
も
最
も
リ
ス
ク
が
少
な
い
投
資
先
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
が
全
世
界
の
金
融
業
界
で

浸
透
し
、
企
業
の
社
会
信
用
ス
コ
ア
の
１
つ

と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し

て
SD
G
sが
提
唱
さ
れ
た
2
0
1
6
年
を
経

て
、
2
0
1
5
年
と
現
在
を
比
較
す
る
と

E
S
G
関
連
株
は
5
2
5
%
の
成
長
率
と
い

う
驚
異
的
な
数
字
を
た
た
き
出
す
よ
う
に

な
っ
た
。
金
額
ベ
ー
ス
で
み
る
と
E
S
G
市

場
は
20
年
足
ら
ず
で
3
0
0
0
兆
円
規
模
の

市
場
ま
で
成
長
し
て
い
る
の
だ
。

　

つ
ま
り
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、

「
今
」
よ
う
や
く
持
続
可
能
性（
C
S
R
、

SD
G
s）と
世
界
経
済
(E
S
G
、
投
資
)が
結

び
つ
い
た
、
そ
の
瞬
間
に
我
々
は
居
合
わ

せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
SD
G
s関
連
商

品
は
E
S
G
投
資
の
対
象
と
な
り
、
お
金
が

集
ま
る
、
つ
ま
り
儲
か
る
の
だ
。
冒
頭
の
通

り
、
近
年
、
T
V
番
組
、
企
業
広
告
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
商
品
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
、
商
材
に

SD
G
sが
謳
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

に
は
、
儲
か
る
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
訳
だ
。

SD
G
sで
な
い
と
物
が
売
れ
な
い
⁉
と
ま
で

は
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
SD
G
sで

物
が
売
れ
る
時
代
が
す
で
に
到
来
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
コ
ー
ヒ
ー

豆
は
99
％
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド（
発
展
途
上

国
で
作
ら
れ
た
も
の
を
適
正
な
価
格
で
取

引
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
続
的
な
生
活
向

上
を
支
え
る
た
め
の
仕
組
み
）、
ナ
イ
キ
や

G
A
P
は
綿
製
品
を
数
年
以
内
に
1
0
0
%

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン（
従
来
の
コ
ッ
ト

ン
は
大
量
の
枯
葉
剤
が
使
わ
れ
、
大
気
汚
染
、

土
壌
や
水
質
汚
染
で
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
た
）で
製
造
す
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に

よ
り
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
向
上
し
、

消
費
者
か
ら
支
持
さ
れ
、
売
上
が
増
加
、
株

が
上
が
り
、
投
資
家
が
儲
か
る
循
環
が
生
ま

れ
て
い
る
。

商
工
会
議
所
の
D
N
A

「
論
語
と
算
盤
」
と
SD
G
s

 

大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
商
工
会
議
所
の

設
立
に
渋
沢
栄
一
翁
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
だ
ろ
う
。
そ
の
渋
沢
翁
の

著
書
「
論
語
と
算
盤
」
は
商
工
会
議
所
の

D
N
A
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ

は
渋
沢
翁
が
設
立
し
た
名
だ
た
る
大
企
業
の

み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
日
本
企
業
・
事
業

所
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
皆
様

の
会
社
に
は
企
業
理
念
・
起
業
理
念
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
中
に
社
会
性
を
謳
っ
た
も
の
が
一
節
ぐ
ら

い
は
あ
る
は
ず
だ
。
で
あ
れ
ば
、
貴
社
に
は

「
論
語
と
算
盤
」、
な
い
し
は
SD
G
sの
D
N
A

が
既
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　
「
論
語
」
と
は
、
儒
教
の
経
書
「
四
書
五

経
」
の
ひ
と
つ
で
、「
人
と
し
て
ど
う
生
き

る
べ
き
か
」
と
い
う
倫
理
・
道
徳
観
を
孔
子

か
ら
学
ん
だ
弟
子
が
記
し
た
も
の
だ
。「
算

盤（
そ
ろ
ば
ん
）」
は
商
売
を
指
し
て
い
る
。

つ
ま
り
「
論
語
と
算
盤
」
は
、
経
営
の
倫
理

観
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。「
算
盤
」
で
弾

い
た
利
益
の
み
を
追
求
す
る
功
利
主
義
の
行

き
着
く
先
は
、
環
境
破
壊
や
格
差
の
助
長
、

地
域
の
衰
退
、
社
会
の
分
断
な
ど
、
SD
G
s

の
ゴ
ー
ル
と
は
真
逆
の
結
果
を
招
き
か
ね
な

い
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
「
論
語
」
だ
。

た
だ
「
論
語
」
だ
け
で
は
生
き
て
は
い
け
な

い
。
お
金
の
よ
う
な
糧
を
生
む
わ
け
で
は

な
い
か
ら
だ
。「
論
語
」
と
「
算
盤
」
が
組

み
合
わ
さ
る
こ
と
で
そ
の
真
価
を
発
揮
す

る
。「
論
語
と
算
盤
」
の
D
N
A
が
組
み
込

ま
れ
た
組
織
や
企
業
、
そ
の
事
業
や
ビ
ジ
ネ

ス
自
体
が
社
会
を
豊
か
に
し
、
人
々
に
幸
福

を
も
た
ら
し
、
弱
き
も
の
を
助
け
、
自
然
と

も
共
存
す
る
。「
企
業
の
目
的
が
利
潤
の
追

求
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
そ

の
根
底
に
は
道
徳
が
必
要
で
あ
り
、
国
な
い

し
は
人
類
全
体
の
繁
栄
に
対
し
て
責
任
を
持

つ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
渋
沢
翁
の

言
葉
だ
。
日
本
は
最
も
成
功
し
た
社
会
主
義

国
と
揶
揄
さ
れ
る
。
そ
の
所
以
は
、
社
会
と

の
共
生
が
常
に
意
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
も
は
や
存
在
す
る
こ
と
自
体
が

SD
G
sな
の
で
あ
る
。

　
2
0
1
7
年
11
月
に
経
団
連
が
７
年
ぶ
り

に
企
業
行
動
憲
章
を
改
定
し
、
そ
の
中
で

Society5.0の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
SD
G
s

に
本
気
で
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し
た
。
日

本
商
工
会
議
所
も
三
村
会
頭
に
よ
る
コ
メ
ン

ト
を
発
表
。「
商
工
会
議
所
は
、
商
工
業
の

総
合
的
な
改
善
発
達
を
図
り
、
社
会
一
般
の

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
活
動
を
行
う
地
域
総

合
経
済
団
体
で
す
。
現
在
、
全
国
5
1
5
の

地
域
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
、

国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
と
国
際
経
済
の
進

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

商
工
会
議
所
が
提
示
し
て
い
る
意
見
や
実
践

し
て
い
る
活
動
の
多
く
は
、
政
府
の
SD
G
s

実
施
指
針
に
示
さ
れ
た
具
体
的
施
策
と
重
な

り
ま
す
。
1
4
0
年
前
に
日
本
で
初
め
て
と

な
る
商
工
会
議
所
を
創
設
し
た
渋
沢
栄
一
翁

は
「
企
業
は
、
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
は
当

た
り
前
だ
が
、
同
時
に
公
益
に
も
心
を
用
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
「
私
益
と
公

益
の
両
立
」
を
唱
え
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方

を
精
神
的
支
柱
と
す
る
商
工
会
議
所
の
活
動

は
、
SD
G
sの
理
念
を
体
現
し
た
も
の
で
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
経
団
連
は
一
部
上
場
企
業
の
７
割
が
加
盟

し
て
い
る
。
商
工
会
議
所
は
全
国
に
中
小
企

業
1
2
5
万
会
員
を
擁
す
。
そ
れ
ぞ
れ
経
済

界
で
も
っ
と
も
影
響
力
が
あ
る
団
体
で
あ
る
。

経
団
連
、
商
工
会
議
所
に
よ
る
こ
う
い
っ
た

声
明
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
を
使
っ
て
SD
G
sを

実
現
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
意
気
込
み
の
表

れ
だ
。
企
業
文
脈
か
ら
SD
G
sを
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
経
済
産

業
省
で
は
、
企
業
が
本
業
を
通
じ
て
SD
G
s

に
取
り
組
む
指
南
書
と
し
て
「
SD
G
s経

営
ガ
イ
ド
」
を
公
開
し
て
い
る
。
狙
い
は
、

SD
G
sに
纏
わ
る
企
業
経
営
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
て
国
内
企
業
が
こ
の
時
流
を
認
知
す

る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
行
動
を
通
し
て
健

全
な
企
業
経
営
を
促
す
こ
と
に
あ
る
。

持
続
可
能
な
「
北
大
阪
」
の
開
発
目
標

　
SD
G
sは
17
の
ゴ
ー
ル
を
如
何
に
会
社
の

ビ
ジ
ネ
ス
や
組
織
の
事
業
に
結
び
つ
け
る
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
と
な
る
。
試
し
に
、

当
誌
７・
８
月
号
に
掲
載
し
た
当
所
の
事
業

計
画
を
実
験
台
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

ex)		社
会
構
造
の
変
化
へ
の
対
応
と
中
小
企

業
の
活
路
開
拓
支
援

　
当
所
で
は
国
・
府
・
市
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
常
日
頃
か
ら
中
小
企
業
や
小
規
模
事

業
者
の
経
営
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
内

容
は
、
金
融
、
税
務
、
労
務
、
法
務
、
創
業
、

事
業
計
画
策
定
、
M
&
A
、
販
路
開
拓
、
人

材
育
成
・
資
質
向
上
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

直
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
経
営
支
援
も
行
う
。
こ
れ
ら
支
援
を
通

し
て
、
地
域
経
済
の
持
続
可
能
な
発
展
や
産

業
基
盤
の
育
成
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
活
性
化

な
ど
に
寄
与
し
て
い
る
。

ex)		今
後
の
商
工
会
議
所
の
在
り
方
と
新
会

館
開
設
に
向
け
て

　

日
本
社
会
が
Society5.0に
向
け
て

日
々
変
化
す
る
中
、
管
内
企
業
の
Ｄ
Ｘ
を
始

め
と
し
た
経
営
革
新
の
お
手
伝
い
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
商
工
会
議
所
自
身
の
デ
ジ
タ
ル

実
装
等
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
Ｃ
Ｃ
Ｉ
化
を
図
り
、

事
業
者
の
持
続
可
能
な
発
展
に
も
寄
与
す
る

意
向
だ
。
ま
た
そ
れ
ら
支
援
機
能
の
最
大
化

を
図
る
べ
く
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も

意
識
し
た
新
会
館
造
成
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
る
。

ex)		地
域
経
済
好
循
環
の
拡
大
と
活
力
と
賑

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

経
済
産
業
省
と
内
閣
官
房（
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
）が
提
供
す

る
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム（
R
ESA
S：

リ
ー
サ
ス
）に
は
地
域
経
済
循
環
を
分
析
で

き
る
機
能
が
あ
る
。
こ
こ
で
枚
方
、
寝
屋

川
、
交
野
の
図
を
見
る
と
管
内
の
３
市
と
も

他
地
域
か
ら
の
外
貨
獲
得
に
成
功
し
て
い
る

と
い
う
興
味
深
い
結
果
が
見
て
取
れ
る
。
こ

れ
は
全
国
的
に
見
て
も
北
大
阪
な
ら
で
は
の

特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
市
外
で
お

勤
め
の
皆
様
に
北
大
阪
で
お
買
い
物
を
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
地
域
経
済
の
好
循
環
が
生

ま
れ
る
。
そ
こ
で
当
所
で
は
地
域
経
済
の
循

環
を
最
大
化
す
る
た
め
の
し
か
け
と
し
て
、

&
Lab.を
始
め
と
し
た
地
域
資
源
の
新
た
な

魅
力
の
発
見
、
発
信
や
、
新
事
業
創
出
、
枚

方
市
駅
周
辺
再
開
発
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
し
て
北
大
阪
に
活
力
と
賑
わ
い
を
生
み
出

そ
う
と
邁
進
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
商
工
会
議
所
の
事
業
内
容

に
は
、
SD
G
sに
貢
献
す
る
要
素
が
満
載
で

あ
る
。
設
立
時
、
そ
も
そ
も
商
工
会
議
所
の

D
N
A
に
は
「
論
語
と
算
盤
」
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
か
ら
当
然
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

組
み
込
ま
れ
た
SD
G
s活
動
の
み
な
ら
ず
、

当
所
で
は
具
体
的
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い

る
。
2
0
2
1
年
１
月
に
当
所
内
で
SD
G
s

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
事

務
所
内
で
ま
ず
何
が
で
き
る
か
検
討
し
、
実

行
に
移
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
購
入
や
節
電

を
始
め
、
紙
の
使
用
量
を
削
減
す
る
た
め
に

ク
ラ
ウ
ド
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
最
大
限
活

用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
所
の
D
X
に
も
一

役
買
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
と
て
も
壮
大
に
見
え
る
SD
G
sで
も
地
域

経
済
や
地
域
社
会
、
身
の
回
り
の
行
動
に
目

を
や
る
こ
と
で
意
外
と
身
近
に
関
連
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ぁ
、
あ
な
た
は
ど
の
ア

イ
コ
ン
を
選
ぶ
？

※  

ア
イ
コ
ン
を
使
用
す
る
場
合
は
こ
こ
か
ら

←

「
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
」
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2
0
2
1
年
11
月
18
日（
木
）寝
屋
川
市
の

ニ
ュ
ー
コ
マ
ン
ダ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、
北
大
阪
工

業
ク
ラ
ブ
第
61
期
定
時
総
会
・
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
に
よ
り
、
第
61

期（
2
0
2
1
年
10
月
～
2
0
2
2
年
９
月
）

会
長
に
は
、
原
田
重
幸
氏
﹇
㈱
ス
リ
ー
エ
ス

電
器
製
作
所 

代
表
取
締
役
﹈
が
選
出
さ
れ
、

副
会
長
に
は
、
緒
方
秀
樹
氏
﹇
日
本
保
安
管

理
保
障
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長
﹈・
森 

英
介
氏

﹇
㈲
森
英
興
産 

代
表
取
締
役
﹈
の
２
名
、
ま

た
理
事
28
名
、
監
事
２
名
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

笹
倉
前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
社
会
情
勢
が
不
安
定
と
な
る
中
、
当

工
業
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
原
田
新
会
長
の

下
、
会
員
同
士
の
更
な
る
交
流
を
図
れ
る
よ

う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
所
で
は
令
和
３
年
11
月
22
日
、
た
ま
ゆ

ら
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
て
、
常
議
員
会（
久

門
哲
男
会
頭
）を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
冒

頭
、
当
所
で
主
催
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
会
場
に
物
資
や

医
師
、
会
場
提
供
で
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
、

(

医)

み
ど
り
会 

中
村
病
院
、
㈱
テ
ン
シ
ョ
ウ
、

久
門
紙
器
工
業
㈱
の
３
社
に
感
謝
状
の
授
与

を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
大
阪
ガ
ス
㈱
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
カ
ン
パ
ニ
ー
北
東
部
地
区
支
配
人

の
福
井
克
久
氏
よ
り
、「
Ｄaigas

グ
ル
ー
プ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
事
例
発
表
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
久
門
会
頭
が
議

長
に
就
任
、
議
事
に
入
り
、
①
令
和
４
年
新

年
賀
会
開
催
、
②
新
入
会
員
加
入
承
認
に
つ

い
て
、
審
議
い
た
だ
き
、
各
議
案
と
も
に
満

場
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致
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
報

告
事
項
で
は
、
①
１
号
議
員
の
確
定
、
②
大

阪
・
関
西
万
博
会
場
建
設
に
係
る
寄
附
金
募

集
、
③
月
間
事
業
報
告
、

④
そ
の
他
に
つ
い
て
を
報

告
し
ま
し
た
。

事
例
発
表
で
は

Ｄaigas

グ
ル
ー
プ
の
歴

史
だ
け
で
な
く
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
や

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
利

活
用
に
係
る
最
新
技
術
の

事
例
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

大
変
有
意
義
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種
会
場
協
賛

企
業
に
感
謝
状
を
授
与

－ 

常
議
員
会 

－

一打一笑！ 愉しい仲間たちが集う
第34回 会頭杯争奪 会員親睦ゴルフ大会

株式会社 ラブサンクインターナショナル 代表取締役 社長　河野登志恵

枚方市町楠葉１-６-11-403　　　TEL：072（392）4148

キッズアパレルを中心に楠葉を拠点として３店舗運営。年令を問わず
いつまでも輝く女性を応援します。

▪ 新入会員プロフィール ▪
（直近３〜４か月の間に入会の、

掲載を希望された事業所です）

北
大
阪
工
業
ク
ラ
ブ

第
61
期
　
定
時
総
会

～
第
62
期
会
長
に
原
田
重
幸
氏

(

㈱
ス
リ
ー
エス
電
器
製
作
所

代
表
取
締
役
）が
ご
就
任
～

第34回　会頭杯争奪　会員親睦ゴルフ大会［主催：当所／後援：
㈱日刊スポーツ新聞西日本］が、10月29日（金）に交野カントリー俱
楽部で開催されました。

快晴に恵まれた当日、過去最多の168名（一般の部80名・シニアの
部72名・レディースの部16名）が参加し、ひと時コロナ禍の閉塞感
を忘れて会員同士でプレーを楽しまれました。

一般の部で優勝されたのは小山宏之さん、ベストグロス賞は河本
賢一さん。シニアの部の優勝は川本浩生さん、ベストグロス賞は森
長 進さん。レディースの部の優勝は田中文子さん、ベストグロス
賞は宮村京順さんと深江春美さんでした。

今年も表彰式とパーティーは自粛となりましたが、会員企業様か
ら寄せられたたくさんのご協賛品により、例年にない豪華賞品が取
り揃えられ、各賞に当たられた皆様に後日郵送されました。

令和３年11月10日（水）優良従業員表彰式典が開催され、当所会員事業所に勤務し、事業の発展と地域の商工業の振興に貢献さ
れた57名の方々に久門会頭より表彰状と記念品が贈られました。

表彰後には、枚方市、寝屋川市、交野市のご来賓を代表し、長沢秀光 枚方市副市長よりご祝辞を頂戴し、続いて労働行政を
代表し、枚方公共職業安定所 羽室彰浩 所長よりご祝辞を頂戴致しました。

順位 氏　　名
優勝 小 山 宏 之

準優勝 山 下 　 裕
3 位 松 井 正 博
4 位 川 上 和 之
5 位 森 　 英 介

（
一
般
の
部
）

順位 氏　　名
優勝 川 本 浩 生

準優勝 端 野 　 正
3 位 宮 武 正 和
4 位 岡 本 重 正
5 位 阿 部 　 宏

（
シ
ニ
ア
の
部
）

㈱アクセス／浅田運輸(有)／㈱アド毎広／㈲ウチヤマ建設／㈱ODA／大森布実子税理士事務所
／恩地食品㈱／交野カントリー倶楽部／カンケンフローシステム㈱／㈱キツナイ／久門紙器工業㈱／幸福米穀㈱／ジョプラックス㈱／第一
生命保険㈱大阪東支社／ダイコロ㈱／㈱大豊製作所／㈲タニモト防災／東邦システム㈱／刀禰建設㈱／中島不動産／㈱日刊スポーツ新聞西
日本／日本保安管理保障㈱／㈱貫山建設／枚方信用金庫／(公社)枚方納税協会／㈱富士電機製作所／皆見電子工業㈱／宮村商店／㈱森長工
業／㈲森英興産／吉泉産業㈱／㈱吉信工務店／ローバル㈱

ご協賛をいただいた企業一覧（敬称略）

勤続20年以上
⃝株式会社アド毎広 藤 井 智 子 24年８か月

城田幸一朗 24年６か月
西 田 秀 隆 22年３か月
白 石 博 英 22年２か月
北 風 博 光 20年10か月

⃝株式会社小松製作所 山 崎 博 文 40年７か月
　大阪工場 芦 田 禎 之 38年７か月

安 水 　 勉 31年７か月
⃝株式会社グランツ 池 野 良 一 27年８か月
⃝株式会社クボタ 枚方製造所 北 村 昌 之 29年５か月
⃝株式会社さくら 上 野 順 子 33年６か月

坂東真之介 20年０か月
⃝大正精工株式会社 永 楽 和 典 23年４か月

松 下 浩 三 21年５か月
⃝ダイコロ株式会社 岩 本 啓 一 25年５か月

寺 田 裕 志 20年５か月
⃝豊岡工業株式会社 中 谷 龍 二 30年６か月
⃝丸信住宅株式会社 井 上 圭 一 27年８か月
⃝株式会社ヤマジ 平　みゆき 31年７か月

⃝吉泉産業株式会社 江 見 雅 人 25年６か月

勤続10年以上20年未満    
⃝医療法人愛和会新世病院 片 山 有 里 14年９か月
⃝株式会社アド毎広 石原佐知子 19年１か月

安 東 清 彦 18年４か月
有 浦 　 勝 17年０か月
江草創一郎 17年０か月

⃝久門紙器工業株式会社 菊 川 　 勝 12年０か月
栄 　 政 樹 12年０か月

⃝株式会社さくら 川 口 盛 司 15年７か月
⃝株式会社伸和製作所 藤 井 章 充 16年２か月

米倉加奈子 16年２か月
⃝豊岡工業株式会社 内 田 由 美 10年６か月

雲 川 聖 崇 10年２か月
屋 我 拓 哉 10年１か月
瀬 戸 周 二 10年０か月

⃝枚方信用金庫 浅 野 留 美 17年７か月
荒 木 　 誠 15年７か月
後 藤 典 子 15年７か月
竹川修一郎 15年７か月

⃝枚方信用金庫 中 野 由 香 15年７か月
平 澤 賢 介 15年７か月
村 尾 純 治 15年７か月
八十川　綾 15年７か月
矢 田 隆 信 15年７か月
山 本 泰 之 15年７か月

⃝株式会社山下鍛造所 吉 田 哲 雄 17年９か月
⃝株式会社ユニテック 淺 井 道 明 10年０か月

勤続３年以上10年未満
⃝医療法人愛和会新世病院 水口真理子 ９年０か月
⃝株式会社いま・ここ 吉 村 政 美 ４年０か月

仲 田 利 樹 ３年７か月
伊 東 　 円 ３年６か月
川 井 里 香 ３年５か月
城 間 詩 音  ３年４か月
青木しのぶ ３年１か月

⃝中村鋼材株式会社 春 江 遼 隆 ６年３か月
湯 淺 孝 太  ５年２か月

⃝北大阪商工会議所 藤木裕見加 ５年３か月
山崎美栄子 ５年０か月

【優良従業員表彰被表彰者】順不同・敬称略

順位 氏　　名
優勝 田 中 文 子

準優勝 佐々木智子
3 位 宮 村 京 順
4 位 深 江 春 美
5 位 能 美 一 絵

（
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
）
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▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　　11月30日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地
㈲ハリマフーヅ くずは、高槻にてピザハットを運営しております。 枚方市南楠葉
壱心 鉄板焼き、お好み焼き 枚方市西船橋
㈱FPＭ 住宅、ビル、マンション等の塗装、住宅リフォーム全般 八幡市八幡三本橋
㈲シートス 食品卸売業 枚方市東香里元町
夜のパン屋さん パンとワインを提供するお店 寝屋川市香里西之町
㈱EVLISS 化粧品・美容商品の卸売・小売 枚方市岡南町

㈱ラブサンクインターナショナル アパレル全般販売代行、セレクトショップ運営、店舗開発、運
営コンサルティング、人材派遣 枚方市町楠葉

㈱KYOTSUBE 映像・アニメーション・絵本・イラスト・デザインの企画制作 枚方市岡山手町
㈱さくら興産 産業廃棄物収集運搬業 寝屋川市萱島東

頑張っている従業員に感謝の気持ちを込めて頑張っている従業員に感謝の気持ちを込めて
令和３年度 北大阪商工会議所 優良従業員表彰

 勤続3年以上10年未満の皆様 勤続10年以上20年未満の皆様 勤続20年以上の皆様

被表彰者の皆様、ご推薦を頂きました事業所の皆様、おめでとうございます！

▲前会長の笹倉稔和氏と
新会長の原田重幸氏



小規模事業者経営改善資金融資制度

北大阪商工会議所 中小企業相談所 TEL（072）843-5154／寝屋川支所 TEL（072）828-5151／交野支所 TEL（072）892-6700
※ご利用いただける方の対象など、　詳細はお問合せください。

お問い合わせ先

令和３年11月13日（土）秋晴れの中、アートレイクゴルフ倶楽
部に於いて恒例の「三市工業会親睦ゴルフ大会」が開催されま
した。今年は寝屋川市工業会が当番幹事を務め、三市合計11組

（OUT６組、IN５組）41名が日頃の腕を競う中、寝屋川市工業会
が優勝しました。コロナの影響により残念ながら表彰式・懇親
会は中止となりましたが、親睦交流を通じて今後益々の発展と
交流に期待いたします。

個人の部（上位５名・敬称略） ※ハンディはダブルぺリア方式

氏　名 事業所名 GROSS NET 所　属

優　勝 小 倉 雅 男 ㈱松倉興業 79 70.6 寝屋川

準優勝 藤 岡 進 一 共英製鋼㈱ 90 70.8 枚　方

３位 中 島 敦 史 ㈲協立 75 71.4 寝屋川

４位 石 井 俊 次 ㈱日翔 84 72.0 交　野

５位 村 上 博 史 東洋発條工業㈱ 90 72.0 交　野

団体の部

※各工業会上位５名の成績で計算されました。

工業会名 合計NET
優　勝 寝屋川市工業会 362.2

準優勝 交野市工業会 366.2

３位 枚方市工業会 373.2
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CCI Information CCI Information

テーマ：普通の起業セミナーでは聞けない ひとり起業のコツ
起業って、人を雇って始めるより、ひとりで始める事が多いですよね。時間も体力も限られる“ひとり起業”。心が折れ
ちゃう事も…。ウェブコンサルタントとして起業し、現在はスモールビジネスの講師やコンサルタントとしてご活躍の高橋
浩士さんに、ひとり起業を成功させるコツを伺います。起業してから余分な苦労をしたくない方、ぜひご参加ください。

無 担 保

無保証人

低 金 利
ご利用の
手続き ご相談

お申込
商　工
会議所

推薦 ご融資
日本政策
金融公庫

枚方市立地域活性化支援センター（愛称：ひらっく）
〒573-1159　枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階
WEB：https://www.hirakata-kassei.jp/　　
F A X：  072-851-5384（セミナー名、住所、TEL、参加者名を明記）
T E L：050-7105-8080

事業の紹介、創業に役立つ情報等を発信中！

ウェブ ブログ Facebook

お茶しながら起業のコツが学べる♪ひらかたビジネスカフェ  三市工業会親睦ゴルフ大会を開催！
～枚方市・寝屋川市・交野市～

お申し込み・お問い合わせ

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・

１月の専門相談・金融相談日
商工会議所の専門経営相談をご利用下さい

専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス 秘密

厳守
費用
無料!

きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154
枚方市駅前事務所　　　　　TEL 072（843）5157
寝屋川支所　　　　　　　　TEL 072（828）5151
交野支所　　　　　　　　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

注意：※金融相談をご希望の方は決算書及び確定申告書類等の電子データが必要です。申込・問い合わせは指導課（072－843－5154）へ
　　　◎枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員
法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） １月11日（火）・25日（火） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） １月19日（水） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） １月12日（水）・26日（水） 午後１時30分〜３時30分 税　   理　   士　道 廣 裕 子　先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　   理　   士　中 川 信 治　先生
経 営 一 般（於：きらら事務所） 随　　　時 中小企業診断士　須 﨑 保 弘　先生
金 　 融※

〈公庫・国民生活事業〉
（於：  きらら事務所にて

オンライン相談） 随　　　時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）
融資相談担当者

日　時：１月30日（日）14：00～16：00
会　場：  ビィーゴ　枚方市岡本町７番１号 枚方ビオルネ５階（京阪「枚方市」駅より徒歩１分）
　　　　※状況によりオンライン（Zoom）開催に変更の可能性があります。
対　象：起業に興味がある方　　　定　員：12人（先着順）
参加費：1,000円（ドリンク付き。当日お持ちください）　　持ち物：筆記用具・（あれば）名刺

〔１/５（水）10：00より受付開始〕

第22回

この制度は、小規模事業者の経営改善が促進されるよう設けられたもので、多くの事業所で活用されております。融資は、商工会議
所の経営指導を受けて経営の改善をしていこうとする方に、商工会議所の推薦により、保証人も担保も不要で、しかも低金利で日本
政策金融公庫から貸し出されるものです。

マル経融資マル経融資のご案内のご案内

融資額 2,000
� 万円以内

融資
期間

運転資金７年以内

設備資金10年以内
利 率 年利1.21%

（令和３年12月１日現在）

【 一般枠 】 【 新型コロナウイルス対策別枠 】
別枠で1,000万円

（条件有り）
融資額 年利0.31％ 利 率

（令和３年12月１日現在）

・当初３年間の特別利率
・利子補給により実質金利ゼロ



 生活習慣病健診のご案内
本年も会員サービス事業の一環として、事業所の皆様の健康維持にお役立ていただくべく、生活習慣病健診を下記要項

にて実施いたします。是非、この機会に受診されますようご案内申し上げます。

新型コロナウイルス感染症対策についてご協力をお願い申し上げます
● 感染拡大など、状況によっては中止をさせていただく場合がございます　● 換気・消毒等できる限り徹底さ
せていただきます　● マスク着用にご協力ください　● 特定の時間にお申込人数が重なる場合、調整をさせて
いただく場合がございます　● 当日自宅を出る前・及び健診会場において検温にご協力ください

北大阪商工会議所

◆日　　時　令和４年２月９日（水）　９：15～12：30（受付は12：00まで）
◆場　　所　  星田会館(交野市星田３－４－３)
◆実施機関　医療法人 崇孝会　北摂クリニック　（TEL）072-633-3313　（FAX）072-635-5773
◆生活習慣病健診 １名当たりの料金（税込）と検査項目
　当所の生命共済加入者の方は、格安の料金で受診できます。受診申込書に加入の有無について○印を付けてください。

北大阪商工会議所
会　員

共済加入 15,923円
共済非加入 19,756円

一　般 25,425円
①身体測定　②呼吸器系(胸部X線撮影)　③循環器系　④消化器系　⑤肝機能系　⑥腎機能系　⑦脂質検査
⑧痛風検査　⑨膵臓検査　⑩リウマチ検査　⑪糖代謝検査　⑫血液一般検査　⑬問診・診察

※胸部X線…病巣発見等の優位性により、撮影方法を直接撮影に変更し、料金改定しています。

◆オプション検査　※生活習慣病健診の料金に別途プラス料金、詳細は当所HP参照
　血液検査等によるがん検査をオプション検査として実施いたします。

検査項目

①腫瘍マーカー検査基本セット＜CA19‒９、CEA、AFP＞、②PSA、③CA125、④腫瘍マーカー検査基
本セット＋PSA、またはCA125、⑤ペプシノーゲン検査（胃がん検査）、⑥大腸がん検査、⑦ヘリコバク
ター・ピロリ菌検査

◆申込方法
 　北大阪商工会議所ホームページより申込書をダウンロードしていただき、印刷（必要事項をご記入）の上、
 　  令和４年１月28日（金）までに、FAX（①072-841-0173か②072-807-3051）にて

ご送信ください。（ダウンロードが不可の方には、FAXにてお送りさせていただきますのでご連絡ください）

◆健診料のお支払
  健診実施後、医療機関より請求書が送られますので、令和４年３月18日（金）までに請求書に記載されている
指定金融機関へ振込をお願いいたします。（振込手数料は、貴社にてご負担いただきますようお願いいたします。）

◆生活習慣病健診の流れ

北大阪商工会議所　地域振興課　  （TEL）072-843-5152　（FAX）072-841-0173
医療法人 崇孝会　北摂クリニック　  （TEL）072－633-3313　（FAX）072－635－5773

受診申込書を
北大阪商工会
議所へFAX

北大阪商工会
議所より医療
機関へ連絡

医療機関より
受診票等郵送

当日受診会場
で受診

後日医療機関より
受診結果及び
請求書を郵送

扌 扌扌扌

令和３年度株
式
会
社
ア
ク
セ
ス

代
表
取
締
役

社

　
長

村
田
孝
義

〒573-0023

枚
方
市
東
田
宮
一–

一
一–

三
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

三
一
八
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
五–

三
一
九
九

株
式
会
社
ア
イ
ワ
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

葛
西
里
美

〒573-0023

枚
方
市
東
田
宮
一–

八–

五

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
一–

〇
三
三
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
四–

八
二
二
一

ア
ク
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

芦
田
知
之

〒573-0102
枚
方
市
長
尾
家
具
町
三–

一
〇–

一
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
七–

〇
八
九
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

一
九
二
一

安
積
建
設
株
式
会
社

〒573-1162

枚
方
市
田
口
四–

五
九–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
八–

〇
四
六
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
九–

五
六
一
七

相
談
役
会
長

代
表
取
締
役

安
積
輝
男

安
積
輝
義

大
阪
油
化
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

堀
田
哲
平

〒573-1191

大
阪
府
枚
方
市
新
町
一–

一
二–

一

太
陽
生
命
枚
方
ビ
ル
七
階

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
一–

五
三
二
二

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

学

長

宮
本
郁
夫

〒570-8555
大
阪
府
守
口
市
藤
田
町
六–

二
一–

五
七

T
E
L 

〇
六–
六
九
〇
二–

〇
七
九
一

F
A
X 

〇
六–

六
九
〇
二–

八
八
九
四

大
阪
高
級
鋳
造
鉄
工
株
式
会
社

〒573-1153

枚
方
市
招
提
大
谷
二–

一
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

二
三
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
六–

二
三
〇
六

取
締
役
副
会
長

駒
村
孝
道

取
締
役
会
長

駒
村
裕
史

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
ン
パ
ニ
ー

北
東
部
地
区

支

配

人

福
井
克
久

〒578-8502

東
大
阪
市
稲
葉
二–

三–

一
七

T
E
L 

〇
七
二–

九
六
六–

五
三
八
二

F
A
X 

〇
七
二–

九
六
六–

五
四
八
〇

有
限
会
社
ウ
チ
ヤ
マ
建
設

　
代
表
取
締
役

内
山
惠
一

〒573-0112

枚
方
市
尊
延
寺
六
〇
八–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

二
二
二
二

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

二
二
九
九

大
森
布
実
子
税
理
士
事
務
所

税

理

士

大
森

　正

税

理

士

大
森
布
実
子

〒576-0033

交
野
市
私
市
一–

一
七–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

八
九
一
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

一
四
三
〇

有
限
会
社
大
西
工
芸
社

取

締

役

大
西
信
駛

〒573-0053

枚
方
市
伊
加
賀
南
町
五–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
一–

二
八
九
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

三
六
一
三

住
ま
い
の
イ
シ
ハ
ラ

石
原
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

石
原
一
矢

〒572-0024

寝
屋
川
市
石
津
南
町
九–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
〇–

七
二
八
七

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
〇–

七
二
八
九

エ
ム
ケ
イ
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

森
川
正
敏

〒573-0137

枚
方
市
春
日
北
町
一–

三–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

五
五
三
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

三
三
〇
〇

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
西
日
本
株
式
会
社

近
畿
支
社 

木
津
博
司

〒573-8567

枚
方
市
中
宮
大
池
二–

一
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
五
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
九–

一
八
二
二

常
務
執
行
役
員

近
畿
支
社
長

謹賀
新年

問合せ
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河
本
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

河
本
守
重

代
表
取
締
役

河
本
能
久

〒573-0021

枚
方
市
中
宮
西
之
町
三–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

三
二
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
〇–

三
二
二
三

関
西
環
境
リ
サ
ー
チ
株
式
会
社

櫻
井
益
雄

〒572-0021

寝
屋
川
市
田
井
町
二
一–

三
〇

T
E
L 

〇
七
二–
八
三
五–

五
五
九
八

F
A
X 

〇
七
二–
八
三
五–

五
二
七
六

取
締
役
会
長

櫻
井
壮
一

代
表
取
締
役

関
西
マ
ネ
ジ
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

岡
田
寿
代

〒572-8550

寝
屋
川
市
高
柳
二–

二
一–

七

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
八–

三
七
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
八–

三
七
一
八

菅
岡
満
壽
子

代
表
取
締
役

関
西
ガ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

大
先

　明

〒576-0042

交
野
市
梅
が
枝
五
五–

一
五

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

一
二
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

三
〇
二
二

弁

護

士

門
前
武
彦
法
律
事
務
所

北
大
阪
商
工
会
議
所 

顧
問
弁
護
士 

法
律
相
談
担
当

門
前
武
彦

〒573-0084

枚
方
市
香
里
ヶ
丘
七–

八–

六

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
二–

二
二
七
七

F
A
X 

〇
七
二–

三
九
五–

六
六
一
七

交
野
開
発
株
式
会
社

交
野
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

代
表
取
締
役

藤
木
浩
子

〒576-0001

交
野
市
倉
治
二
九
三
七

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

一
一
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

一
一
〇
五

代
表
取
締
役

株
式
会
社
加
地谷

垣
修
𠮷

〒576-0051

交
野
市
倉
治
五–

一–

三
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

〇
〇
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

六
八
八
五

株
式
会
社
カ
タ
ノ
薬
局

取
締
役
会
長

森

　光
雄

〒576-0052

交
野
市
私
部
二–

一
四–
九

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
〇
三
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
三–

三
六
〇
五

北
口
建
設
工
業
株
式
会
社

〒572-0812

寝
屋
川
市
新
家
一–

八–

七

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
三–

〇
八
二
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
三–

一
三
八
五

代
表
取
締
役

北
口
隆
広

株
式
会
社
北
村
商
店

代
表
取
締
役

北
村
安
揮
男

〒576-0052

交
野
市
私
部
五–

二–

三
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

一
一
六
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

三
〇
三
三

株
式
会
社
キ
ツ
ナ
イ

有
限
会
社
ト
ム
ソ
ー
ヤ
ビ
ル

代
表
取
締
役

橘
内

　孝

〒573-0032

枚
方
市
岡
東
町
一
四–

四
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

一
六
〇
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
六–

七
七
三
三

株
式
会
社
交
野
運
送

代
表
取
締
役

田
崎
一
人

〒576-0051

交
野
市
倉
治
六–

四
四–

六

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

一
二
五
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

一
四
九
三

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社
O
D
A

永
野

　茂

〒572-0816

寝
屋
川
市
河
北
中
町
三
七
番
二
号

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
四–

八
一
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
四–

八
一
一
五

恩
地
食
品
株
式
会
社

〒573-0067

枚
方
市
伊
加
賀
緑
町
二–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

一
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
六–

二
六
九
一

恩
地
宏
昌

代
表
取
締
役

オ
フ
ィ
ス 

き
も
と

〒576-0014

交
野
市
星
田
山
手
五–

四–

一
五

T
E
L 

〇
九
〇–

七
四
九
四–

六
九
三
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
四–

〇
六
二
七

特
定
社
会
保
険
労
務
士

行
政
書
士

独
立
型
社
会
福
祉
士

木
本
信
男

株
式
会
社
京
都
銀
行
牧
野
支
店

支

店

長

米
田
孝
司

〒573-1146

枚
方
市
牧
野
阪
二–

六–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

一
四
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

七
八
八
七

株
式
会
社
サ
ン
エ
ー
ス

谷
岡
倫
常

〒573-0135

枚
方
市
春
日
元
町
一–
三
八–

二
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–
三
三
一
八（
代
）

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–
八
一
五
四

代
表
取
締
役

幸
福
米
穀
株
式
会
社

北
本

　明

〒573-0072

枚
方
市
茄
子
作
南
町
一
三
一
二

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
〇–

一
五
一
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
六
〇–

一
五
三
〇

取
締
役
会
長

ク
モ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

久
門
哲
男

〒573-0136

枚
方
市
春
日
西
町
二–

二
五–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
九–

二
八
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

四
一
〇
二

京
都
信
用
金
庫
枚
方
支
店

橋
本
孝
一

〒573-0022

枚
方
市
宮
之
阪
一–

二
四–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
八–

二
一
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
八–

二
七
七
五

支

店

長

有
限
会
社
共
栄
ド
ラ
イ

代
表
取
締
役

取

締

役

渡
邉
尚
仁

渡
邉
幹
男

〒573-0071

枚
方
市
茄
子
作
三–

三
二–

一
六

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
三–

〇
一
八
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
三–

〇
一
八
二

株
式
会
社
ク
ボ
タ
枚
方
製
造
所

所

長

金
本
吉
郎

〒573-0004

枚
方
市
中
宮
大
池
一–

一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
〇–

二
六
一
〇

三
幸
化
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
武
正
和

〒573-0136

枚
方
市
春
日
西
町
二–

二
六–

一
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
九–

一
四
八
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
九–

一
四
九
一

株
式
会
社
シ
マ
ナ
カ

代
表
取
締
役

嶋
中
隆
治

〒572-0856

寝
屋
川
市
宇
谷
町
九–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
二–

一
一
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
二–

一
一
四
四

サ
ン
プ
ラ
ザ
薬
局
グ
ル
ー
プ

加
地

　章

〒573-0032

枚
方
市
岡
東
町
一
二–

一–

五
〇
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
六–

四
一
一
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

四
五
一
一

代
表
取
締
役

会

長

株
式
会
社
サ
ン
エ
ス
モ
ー
タ
ー
ス

日
産
チ
ェ
リ
ー
枚
方
西
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役

合
田
幸
夫

〒573-1171

枚
方
市
三
栗
一–

二–

一
四

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
一–

六
〇
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
五–

九
〇
五
五

株
式
会
社 

小
松
製
作
所 

大
阪
工
場

古
越
貴
之

〒573-1011

枚
方
市
上
野
三–

一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

六
一
〇
二

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
八–

五
六
〇
二

執
行
役
員

生
産
本
部

大
阪
工
場
長

坂
部
電
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
部
憲
彦

〒573-0164

枚
方
市
長
尾
谷
町
一–

三
〇
三–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
〇–

二
二
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

二
二
一
四

京
阪
鋼
材
株
式
会
社

髙
橋
克
文

〒573-0072

枚
方
市
茄
子
作
南
町
二
三
三–

五

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
〇–

三
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

三
〇
〇–

五
〇
六
〇

代
表
取
締
役

倉
敷
紡
績
株
式
会
社

寝
屋
川
工
場

工

場

長

佐
野
愼
吾

〒572-0823

寝
屋
川
市
下
木
田
町
一
四–

五

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
二–

一
一
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
二–

九
三
三
三

医
療
法
人

　恵
生
会

理

事

長

堀
内
真
人

〒579-8036

東
大
阪
市
鷹
殿
町
七–

四

T
E
L 

〇
七
二–

九
八
二–

五
五
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

九
八
二–

五
五
〇
二

株
式
会
社
小
川
瓦
工
業

代
表
取
締
役

糸
満
英
和

〒573-0071

枚
方
市
茄
子
作
二–

一
二–

二

T
E
L 
〇
七
二–

八
五
四–

〇
一
一
六

F
A
X 
〇
七
二–

八
五
四–

〇
二
二
六

14 The NORTH 2022 January The NORTH 2022 January 13

年賀広告 年賀広告



医
療
法
人
　崇
孝
会
　北
摂
ク
リ
ニ
ッ
ク

理

事

長

柚
木
孝
仁

〒567-0826

茨
木
市
大
池
一–

一
〇–

三
七

T
E
L 

〇
七
二–

六
三
三–

三
三
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

六
三
五–

五
七
七
三

太
一
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

植
杉
嘉
彦

〒573-0131

枚
方
市
春
日
野
一–

一
二–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

八
四
三
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

三
三
一
九

大
建
管
理
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

　
長

吉
原

　毅

〒573-0065

枚
方
市
出
口
三–

一–

二
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
四–

二
九
二
七

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
四–

〇
四
一
七

ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

〒573-1132

枚
方
市
招
提
田
近
二–

八

T
E
L 

〇
七
二–
八
五
〇–

〇
七
七
一

F
A
X 

〇
七
二–
八
一
九–

五
二
八
四

代
表
取
締
役

社

　
長

松
本
秀
作

株
式
会
社
そ
ご
う

代
表
取
締
役

十
河
宏
輔

〒573-0015

枚
方
市
村
野
東
町
二–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
〇–

〇
〇
一
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
〇–

〇
〇
二
六

杉
本
隆
志
税
理
士
事
務
所

税

理

士

税

理

士

石
原
紀
一

〒572-0009

寝
屋
川
市
末
広
町
七–

一
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
四–

二
一
五
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
二–

〇
八
七
八

杉
本
隆
志

代
表
取
締
役

社

　
長

原

　舜
輔

扇
港
樹
脂
工
業
株
式
会
社

〒576-0054

交
野
市
幾
野
五–

一
〇–
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
三
五
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
三
五
九

株
式
会
社
仙
波
鉄
工
所

代
表
取
締
役

仙
波
憲
二

〒576-0017

交
野
市
星
田
北
六–

六–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

一
四
六
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

七
三
二
二

社
会
福
祉
法
人
真
清
福
祉
会

理

事

長

合
田
裕
実

〒572-0055
寝
屋
川
市
御
幸
東
町
九–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
七–

一
三
三
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
七–

〇
五
〇
五

ジ
ョ
プ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

今
堀
勇
一

〒576-0017

交
野
市
星
田
北
一–

二
七–

一
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
三–

六
三
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
三–

六
三
〇
五

新
関
西
製
鐵
株
式
会
社

監

査

役

森
本
年
美

〒576-0017

交
野
市
星
田
北
四–

二
六–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
六
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

五
四
一
一

大
商
化
成
株
式
会
社

加
山
俊
哉

〒573-1132

枚
方
市
招
提
田
近
一–

一
二–

五

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

三
六
五
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
六
八–

八
五
一
八

代
表
取
締
役

社

　
長

大
正
精
工
株
式
会
社

熱
意
と
誠
意
を
カ
タ
チ
に
す
る

代
表
取
締
役

與

　義
廣

〒573-0136

枚
方
市
春
日
西
町
一–

二
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
九–

七
七
五
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
六
〇–

七
八
七
七

ジ
ュ
ラ
ロ
ン
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

　
長

山
本

　進

〒576-0053

交
野
市
郡
津
二–

五
一–

八

T
E
L 
〇
七
二–

八
九
一–

五
五
一
五

F
A
X 
〇
七
二–

八
九
二–

一
七
一
〇

大
神
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中
弘
済

〒573-0032
枚
方
市
岡
東
町
二
六–

三

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
三–

三
五
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

三
六
五
五

ひ
ろ

か
ず

中
谷
廣
一
税
理
士
事
務
所

税

理

士

中
谷
廣
一

〒572-0063

寝
屋
川
市
春
日
町
八–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
八–

九
九
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
八–

八
八
二
二

仲
光
男
税
理
士
事
務
所

税

理

士

仲

　光
男

〒576-0041
交
野
市
私
部
西
二–

一
三–

一
八 

諏
訪
ビ
ル

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
三–

五
五
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
三–

五
三
〇
〇

日
本
カ
タ
ン
株
式
会
社

太
田
吉
彦

〒573-1020

枚
方
市
磯
島
南
町
一
三–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
三
八
二

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
〇–

八
四
五
一

代
表
取
締
役

社

長

日
本
ペ
イ
ン
ト
・
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

枚
方
事
業
所
長

仲
尾
泰
治

〒573-1153

枚
方
市
招
提
大
谷
二–

一
四–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
七–

五
五
三
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
七–

〇
〇
〇
七

日
本
保
安
管
理
保
障
株
式
会
社

〒573-0126

枚
方
市
津
田
西
町
二–

三
三–

三

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

五
三
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

〇
六
六
九

代
表
取
締
役

社

　
長

緒
方
秀
樹

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
阪
中
央
支
社

支

社

長

室
賀
一
明

〒540-0012

大
阪
市
中
央
区
谷
町
一–

五–

四

T
E
L 

〇
六–

六
九
四
二–

〇
三
九
一

F
A
X 

〇
六–

六
九
二
〇–

四
三
八
八

大
東
土
地
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
東
範
行

〒572-0082

寝
屋
川
市
香
里
本
通
町
五–

一
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
五–

〇
〇
八
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
五–

〇
〇
一
〇

大
八
化
学
工
業
株
式
会
社

寝
屋
川
工
場

工

場

長

橋
本
好
史

〒572-0812

寝
屋
川
市
新
家
一–

九–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
一–

二
一
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
一–

二
一
九
九

高
島
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
島
叔
孝

〒573-1144

枚
方
市
牧
野
本
町
一–

一
〇–

三
九

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
七–

六
九
五
七

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
七–

六
九
二
一

日
本
精
線
株
式
会
社
枚
方
工
場

髙
橋
一
朗

〒573-8522

枚
方
市
池
之
宮
四–
一
七–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–
一
二
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
〇–
一
四
五
八

取

締

役

常
務
執
行
役
員

有
限
会
社
ダ
イ
ト
ー

代
表
取
締
役

天
沼
弘
至

〒572-0056

寝
屋
川
市
御
幸
西
町
二
五–

四
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
九–

八
七
八
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
八–

〇
九
七
四

桃
花
園
印
刷
所

代

表

者

南

　良
明

〒573-0132

枚
方
市
野
村
元
町
七–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

八
二
五
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
九–

四
一
三
三

株
式
会
社
た
ま
ゆ
ら

代
表
取
締
役

社

長

岡
本

　哲

〒573-0094

枚
方
市
南
中
振
三–

五–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
四–

二
二
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
四–

〇
〇
九
一

多
田
製
茶
株
式
会
社

代
表
取
締
役

多
田
高
明

〒573-0163

枚
方
市
長
尾
元
町
一–

四
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
七–

六
〇
五
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

二
一
二
二

司
電
機
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
好
里
美

〒573-0137

枚
方
市
春
日
北
町
一–

一
三–

六

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

五
六
七
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

四
四
三
六
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株
式
会
社
ネ
ツ
レ
ン・
ヒ
ラ
カ
タ

〒573-0136
枚
方
市
春
日
西
町
二–

二
六–

三
五

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

四
七
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

四
七
〇
二

代
表
取
締
役

川
上
貴
次

株
式
会
社
野
村
呼
文
堂

代
表
取
締
役

野
村
宜
孝

〒573-0031

枚
方
市
岡
本
町
六–

一–
一
〇
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
三–

〇
二
二
一（
代
）

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

四
五
六
七

長
谷
川
精
機
株
式
会
社

長
谷
川
哲
也

代
表
取
締
役

社

　
長

長
谷
川
圭
一

〒573-0136
枚
方
市
春
日
西
町
二–

二
七–

二
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

八
八
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
九–

三
二
二
四

代
表
取
締
役

副

社

長

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社
寝
屋
川
自
動
車
教
習
所

田
邉
司
郎

〒572-0855

寝
屋
川
市
寝
屋
南
一–

一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
二–

〇
四
六
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
三–

八
〇
四
〇

株
式
会
社
初
亀亀

岡
健
太
郎

〒573-0051

代
表
取
締
役

社

長枚
方
市
三
矢
町
二–

五

コ
マ
サ
ビ
ル
一
Ｆ

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

一
九
八
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
六–

四
〇
二
五

ヒ
ュ
ー
マ
ナ
イ
ズ
ワ
ー
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

特
定
社
会

保
険
労
務
士

植
田
直
美

〒573-0027

枚
方
市
大
垣
内
町
三–

二–

一

二
宮
ビ
ル

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

二
二
二
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
五–

二
二
二
九

初
木
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

初
木
賢
司

〒573-0073

枚
方
市
高
田
二–

二
六–

三
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
四–

一
〇
一
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
四–

二
八
二
九

株
式
会
社
ヒ
ノ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

日
野
守
之

〒573-0047

枚
方
市
山
之
上
二–

一
七–

一

T
E
L 

〇
七
二–
八
四
三–

五
二
二
五

F
A
X 

〇
七
二–
八
四
四–

五
二
五
四

日
垣
水
道
設
備
株
式
会
社

〒573-1178

枚
方
市
渚
西
二–

六–

一
九

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
八–

六
六
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
八–

六
六
六
三

日
垣
惠
陸

日
垣
喜
広

代
表
取
締
役

取
締
役
会
長

熱
研
工
業
株
式
会
社

〒573-0131

枚
方
市
春
日
野
二–

一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

八
四
四
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

五
四
五
〇

会

長

代
表
取
締
役

藤
尾 

　修

藤
尾
憲
一

仁
和
寺
倉
庫
株
式
会
社

代
表
取
締
役

〒572-0076
寝
屋
川
市
仁
和
寺
本
町
三–

五–

一
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
九–

二
〇
三
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
九–

五
六
六
五

山
本
菊
栄

枚
方
ゴ
ル
フ
場
株
式
会
社

枚
方
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

代
表
取
締
役

社

長

松
田
イ
ツ
子

〒573-0111

枚
方
市
杉
北
町
一–

四
六
二
二

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

八
三
三
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
九–

四
三
〇
〇

枚
方
信
用
金
庫

理

事

長

吉
野
敬
昌

〒573-0032

枚
方
市
岡
東
町
一
四–

三
六

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
一–

一
一
七
二

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
六–

七
八
〇
八

地
域
を
つ
な
げ
て
、
明
る
い
未
来
へ

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
コ
マ
ン
ダ
ー
ホ
テ
ル

代
表
取
締
役

堀
田
逸
平

〒572-0836

寝
屋
川
市
木
田
町
一
七–

四

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
三–

七
〇
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
一–

〇
六
二
三

平
松
総
合
会
計
事
務
所

〒573-0073

枚
方
市
高
田
二–

二
五–

二
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
〇
七–

二
五
二
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
〇
七–

二
六
二
六

平
松
正
幸

平
松

　了

税

理

士

公
認
会
計
士

税

理

士

皆
見
電
子
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

皆
見

　孝

〒572-0025

寝
屋
川
市
石
津
元
町
一
〇–

三
二

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
九–

七
三
七
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
七–

〇
二
五
三

丸
信
住
宅
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
村
金
治
郎

〒572-0829

寝
屋
川
市
萱
島
信
和
町
一
四–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
二–

三
〇
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
五–

二
二
三
三

丸
天
商
事
株
式
会
社

　マ
ル
テ
ン
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

山
中
長
久

〒573-1146

枚
方
市
牧
野
阪
二–

七–

三
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

五
一
一
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
六–

五
一
一
七

株
式
会
社
𠮷
信
工
務
店

代
表
取
締
役

𠮷
信

　勝

〒576-0053

交
野
市
郡
津
一–
五
五–

一
四

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–
六
九
三
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–
三
四
三
八

道
廣
友
厚

道
廣
裕
子

道
廣
税
務
会
計
事
務
所

税

理

士

税

理

士
〒573-0027

枚
方
市
大
垣
内
町
三–

七–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

三
六
三
八（
代
）

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
五–

三
六
四
〇

み
ず
ほ
銀
行 

京
阪
法
人
部

部

長

谷
口
栄
次

〒540-0032
大
阪
市
中
央
区
天
満
橋
京
町
一–

一

T
E
L 

〇
六–

六
九
四
二–

一
三
六
七

F
A
X 

〇
六–

六
九
四
四–

一
八
三
〇

𠮷
泉
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
々
木
啓
益

〒573-0128

枚
方
市
津
田
山
手
二–

一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
〇
八–

三
〇
〇
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
〇
八–

三
一
一
三

株
式
会
社
明
星

代
表
取
締
役

中
村
健
史

〒572-0084

寝
屋
川
市
香
里
南
之
町
一
四–

七

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
五–

六
六
〇
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
五–

六
六
〇
七

有
限
会
社
森
英
興
産

　
代
表
取
締
役

森

　英
介

〒576-0013

交
野
市
南
星
台
二–

一–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

四
五
六
七

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

四
一
四
一

ロ
ー
バ
ル
株
式
会
社 

交
野
工
場

取
締
役
会
長

田
中

　有

〒576-0054

交
野
市
幾
野
六–

四
一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

七
七
九
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

六
三
九
一

理
研
ビ
タ
ミ
ン
株
式
会
社
大
阪
工
場

大
阪
工
場
長

山
下
俊
幸

〒573-0065

枚
方
市
出
口
一–

一–

三
二

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
一–

〇
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
五–

一
〇
一
七

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

〒573-0023

枚
方
市
東
田
宮
一–

一
四–

一
六

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
一–

五
八
四
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

五
八
四
五

杉
浦
浩
二

脇
永    

勉

大
阪
支
社 

支
社
長

大
阪
東
営
業
部

部

長

株
式
会
社
前
田
組

前
田
浩
輝

〒572-8505

寝
屋
川
市
大
成
町
一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
四–

一
一
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
四–

七
八
一
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
平
和
商
運

代
表
取
締
役

平
原
博
史

〒573-0102

枚
方
市
長
尾
家
具
町
五–

二–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
七–

五
九
六
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
七–

五
三
四
五

堀
田
鉄
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

堀
田
芳
宏

〒573-1153

枚
方
市
招
提
大
谷
二–

二
三–

一
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

〇
二
三
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
一–

二
二
〇
七
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京阪香里園駅７番出口より徒歩５分！ 落ち着いた雰囲気で、ゆっくりとした時間が過ごせ
る喫茶店。おすすめは３種類のモーニングセット！特にポテトサラダは、おやつ感覚で楽し
める甘めな味付けで、朝食にぴったりです。おはようセット（トースト・ハムエッグ・ポテ
トサラダ・フルーツ・ドリンク） も好評で、 子供さんから大人まで、幅広い年齢層の憩いの
喫茶店です。

---- 寝屋川市にある「喫茶 いぶき」様をご紹介いたします ----

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
香里ダイエー本通商店街にあり、 1964年創業、現在２代目。地域に密着した喫茶店です。
おすすめのモーニングセットやランチ、またシフォンケーキを復活させました。甘さ控え
めの人気ですぐに売り切れる!!それぞれを「まいぷれ」で発信しています。
今まで以上にいろいろな情報を発信し、地域の皆様のお越しを、スタッフ一同心よりお待
ちしております。
-----喫茶 いぶき オーナー 高田勝司 様 お声を聞かせて頂きありがとうございました。

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくん

まいぷれ通信まいぷれ通信
地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで 〜 喫茶 いぶき 〜

名　　称　喫茶 いぶき
住　　所　〒572-0084 寝屋川市香里南之町34-２
電話番号　072-831-0589

◆LINEからのニュース投稿機能について‼︎ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）
LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！ 地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!

プレゼント提供を頂ける事業所様を募集中。
コーナーでは、屋号と事業内容について
無料掲載させて頂きます。節分、バレンタインなどの特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料‼︎

事業所内従業員の事業所内従業員の
皆様へ皆様へ

スマホアプリだと
より便利に使えるよ！
ひらポ利用者

62,000人突破！
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Local InformationKOCCI Exhibition Promotion  / Coverage

展示会の様子や活用方法などを紹介する「Exhibition」シリーズ。
今回の「Exhibition Promotion Vol：２」は、令和４年１月26日（水）・27日（木）にエディオンアリーナ大阪（大阪府立体育

会館）で開催されるビジネスチャンス発掘フェア2021に、北大阪管内から出展する16社の展示商材を紹介する。この特集を
参考に、ぜひ会場にお越しいただきたい。

※  ビジネスチャンス発掘フェアとは、大阪府内を中心とする幅広い業種の企業が一堂に会し、販路開拓や新製品・新サー
ビス等のPR、自社製品のニーズ調査などにご活用いただける総合展示商談会

繋がれ！モノづくりの新しい可能性
「ビジネスチャンス発掘フェア2021」

北大阪管内から16社が出展！

■ 北大阪管内から出展する16社の展示商材を紹介 ■

KOCCI Exhibition  

Vol：2

Promotion

㈱枚方技研

防振材ノンブレン、除振台、耐震固定
タックゲル・ビタシリーズ

ヤマウチ㈱

自社配合・設計の高精度防振ゴム部品
を提供致します

㈱モリシタ

最適な製品を最適なスピード・最適な
価格で提供致します

㈱ユニテック

トレイチェンジャと協働ロボットを
組み合わせた部品供給システム

枚方市枚方市 寝屋川市 枚方市

㈱たまゆら

高機能、高品質で低価格の作業服が多
数掲載されております

東京コンピューターサービス㈱

ものづくり現場をサポートするための
VR・XR体験できます

㈱ダイサンエンタープライズ

事前減災対策品　止水・土砂止めブ
ロック

㈱ネクスト

作業時の腰と腕の守護神『ATOUN』

枚方市枚方市 枚方市 大阪市

NPO法人北大阪経営支援マスターズ

製造現場の見える化で生産性向上をサ
ポートします

㈲サイバークラフト

AQフリッカーテスターは人の「疲労」を
数値化できます

㈱光栄プロテック

金属意匠への特殊塗装と表面処理で高
級感と重厚感を演出します

㈲ショクホー

様々な製袋製品をワンストップソリュー
ションで加工致します

寝屋川市寝屋川市枚方市 枚方市

アクテック㈱

運転者を含め３人が乗車できる電動ア
シスト付き４輪自転車

ウィステリア・Ｌ㈱

｢営業力強化｣と｢経営改善｣に特化した、
専門コンサルティング

IRIE

伝統書道から昇華した現代的な「デザ
イン書道作品」を展示します

エイ・アール・アイ合

回転芯ブレに使って解決！使えば解る
オートバランス装置「零芯」

枚方市枚方市 枚方市 枚方市



22 The NORTH 2022 January The NORTH 2022 January 21

CoverageNorth Notes of Historia / Coverage

京
街
道
を
通
り
、
枚
方
宿
を
利
用
し
た
の

は
、
紀
州
侯
や
、
長
崎
奉
行
、
大
坂
城
の
大

番
方
な
ど
の
殿
様
ば
か
り
で
は
な
い
。
商
人

を
は
じ
め
庶
民
も
通
行
し
た
。
幕
政
が
安
定

し
、
平
和
が
訪
れ
た
江
戸
中
期
以
降
は
、
旅

ブ
ー
ム
で
、
18
世
紀
に
は
、
加
入
す
れ
ば

「
安
心
な
旅
」
が
で
き
る
旅
の
「
講
」
が
で

き
る
。
庶
民
は
ま
す
ま
す
旅
に
出
る
。
枚
方

宿
に
も
講
加
盟
の
旅
籠
屋
が
出
て
く
る
。
し

か
し
、
と
き
に
庶
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発

し
た
。「
お
か
げ
ま
い
り
」
の
集
団
も
京
街

道
を
通
行
し
た
。
京
街
道
は
大
混
乱
―
―
―
。

１
．
安
心
な
宿
屋
を
紹
介
、「
講
」

ど
こ
の
宿
場
町
も
飯
盛
女
の
い
る
飯
盛
旅

籠
が
当
た
り
前
の
時
代
、
旅
ブ
ー
ム
で
も
、

一
人
旅
や
女
性
、
子
供
連
れ
に
は
泊
ま
り
に

く
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
飯
盛
女
の
い
な
い

「
安
心
な
」
旅
籠
屋
を
紹
介
す
る
旅
の
「
講
」

が
生
ま
れ
る
。

文
化
元
年（
1
8
0
4
）、
大
坂
で
誕
生
し

た
「
浪
花
組
」
で
、
後
に
「
浪
花
講
」
と
称

す
る
。
主
要
な
街
道
の
「
安
心
な
」
旅
籠
屋

を
組
織
化
し
た
。
大
坂
玉
造
の
唐
弓
屋（
と

う
ゆ
み
屋
、
綿
打
ち
道
具
の
店
）「
松
屋
」
の

手
代
源
助
が
、
行
商
中
、
飯
盛
旅
籠
が
多
く
、

宿
探
し
に
苦
労
し
た
こ
と
か
ら
、
松
屋
の
主

人
を
講
元
に
起
こ
し
た
の
だ
。「
定
宿
付
道

中
記
」
な
る
旅
ガ
イ
ド
の
冊
子
を
発
行
、
宿

場
名
、
宿
場
間
の
距
離
、
馬
、
人
足
の
駄
賃
、

特
に
、
飯
盛
女
を
す
す
め
な
い
安
心
で
、
安

価
で
、
誠
意
あ
る
接
待
を
受
け
ら
れ
る
提
携

の
宿
屋
名
を
掲
載
し
た
。
枚
方
宿
で
は
「
京

屋
新
兵
衛
」、「
紙
屋
九
兵
衛
」
の
ふ
た
つ
が

掲
載
さ
れ
た
。「
京
屋
」
に
隣
接
す
る
「
鍵

屋
」
は
、
こ
の
定
宿
帳
に
載
っ
て
い
な
い
。

鍵
屋
資
料
館（
市
立
枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館
）

展
示
の
一
升
と
っ
く
り
に
「
郭
」
と
書
か
れ
、

飯
盛
女
の
存
在
を
想
像
さ
せ
る
。

「
浪
花
講
」
加
盟
の
旅
籠
屋
は
、
中
央

に
「
浪
花
講
」、
右
に
「
講
元
・
松
屋
甚
四

郎
」、
左
に
「
発
起
人
・
ま
つ
や
源
助
」
と

書
い
た
大
看
板
を
店
頭
に
掲
げ
た
。
こ
の
看

板
の
あ
る
旅
籠
屋
は
「
安
心
な
」
宿
屋
と
い

う
わ
け
だ
。「
浪
花
講
」
の
人
気
で
、
類
似

の
「
講
」
が
続
出
す
る
。「
関
東
講
」
も
そ

の
ひ
と
つ
で
、
鍵
屋
資
料
館
に
は
「
関
東

講
」
の
看
板
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
安
政

３
年（
1
8
5
6
）に
刊
行
さ
れ
た
関
東
講
中

道
中
記
の
復
刻
版
に
は
「
ひ
ら
方
」
に
「
か

ぎ
や
太
兵
衛
」
と
「
河
内
や
六
兵
衛
」
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
後
期
に
は
「
鍵
屋
」

は
、
関
東
講
に
加
盟
し
、
安
心
な
宿
屋
と
さ

れ
、
飯
盛
稼
業
か
ら
足
を
あ
ら
っ
て
い
た
よ

う
だ
。（
写
真
①
、
安
心
な
宿
屋
に
指
定
さ
れ

た
「
鍵
屋
」
の
主
屋
）

２
．「
お
か
げ
ま
い
り
」
京
街
道
を
行
く

「
お
か
げ
ま
い
り
」
は
17
世
紀
半
ば
か

ら
、
数
回
あ
っ
た
と
い
い
、
大
き
な
も
の

は
、
宝
永
２
年（
1
7
0
5
）、
明
和
８
年

（
1
7
7
1
）、
文
政
13
年（
1
8
3
0
）で
、

ほ
ぼ
60
年
間
隔
で
起
こ
り
、
こ
れ
ら
を
三
大

お
か
げ
ま
い
り
と
呼
ぶ
。「
お
か
げ
ま
い
り
」

は
、
親
や
夫
、
奉
公
先
の
主
人
な
ど
に
無
断

で
抜
け
出
し
、
集
団
で
伊
勢
神
宮
に
参
拝
、

お
札
を
授
か
る
も
の
で
、
封
建
制
度
下
、
違

法
な
こ
と
で
「
抜
け
ま
い
り
」
と
も
呼
ん
だ
。

「
お
か
げ
ま
い
り
」
の
大
坂
の
人
々
は
三
十

石
船
を
利
用
し
伏
見
へ
、
あ
る
い
は
徒
歩
で

京
街
道
を
上
っ
た
。
町
の
有
徳
人
等
が
、
銭
、

わ
ら
じ
、
杖
、
握
り
飯
、
か
ゆ
な
ど
を
提
供

し
、
ま
た
、
金
を
出
し
て
、
駕
籠
や
馬
、
船

を
出
し
、
街
道
沿
い
の
村
で
は
茶
の
無
料
接

待
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
施
行（
せ
ぎ
ょ

う
）と
い
い
、
無
一
文
の
「
抜
け
ま
い
り
」

で
も
旅
が
で
き
た
の
だ
。
施
行
は
商
店
の
略

奪
を
ふ
せ
ぐ
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
。

人
々
は
、
東
海
道
を
関
宿
ま
で
行
き
、
東

追
分
の
「
伊
勢
神
宮
一
の
鳥
居
」
を
く
ぐ

り
、「
伊
勢
別
街
道
」
に
入
り
、
伊
勢
へ
向

か
っ
た
。
こ
こ
が
西
か
ら
の
伊
勢
参
り
の

入
り
口
で
、「
お
か
げ
ま
い
り
」
の
時
期
に

は
、
毎
日
、
数
万
人
が
こ
の
鳥
居
を
く
ぐ
っ

た
。
な
お
、
東
か
ら
は
、
桑
名
の
「
七
里
の

渡
し
」
場
に
あ
る
「
伊
勢
一
の
鳥
居
」
を
く

ぐ
り
、
四
日
市
宿
の
西
の
追
分
、
日
永
に
い

た
り
、
分
岐
す
る
「
伊
勢
街
道
」
の
「
伊
勢

二
の
鳥
居
」
を
く
ぐ
り
、
伊
勢
へ
向
か
っ
た
。

「
伊
勢
別
街
道
」
は
、
津
の
手
前
、
江
戸
橋

で
「
伊
勢
街
道
」
に
合
流
し
た
。「
お
か
げ

ま
い
り
」
が
始
ま
る
と
、
幕
府
は
集
団
の
す

ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
、
手
が
付
け
ら
れ
ず
黙

認
、
熱
狂
が
覚
め
は
じ
め
た
こ
ろ
、
取
り
締

ま
り
を
強
化
、
終
息
を
図
っ
た
。
お
お
む
ね

半
年
ぐ
ら
い
で
終
息
し
た
。

宝
永
の
「
お
か
げ
ま
い
り
」
は
、
参
宮
人
、

三
百
三
十
万
人
と
い
い
、
京
都
、
大
坂
、
堺

の
若
い
奉
公
人
の
「
抜
け
ま
い
り
」
に
始

ま
っ
た
。

明
和
の
「
お
か
げ
ま
い
り
」
は
、
宝
永
の

66
年
後
で
あ
っ
た
。
明
和
８
年
４
月
、
山
城

の
農
村
の
雇
い
人
、
特
に
女
性
や
子
供
の

「
抜
け
ま
い
り
」
に
始
ま
り
、
爆
発
的
に
全

国
に
広
ま
っ
た
。
約
二
百
万
人
以
上
が
参
宮

し
、「
お
か
げ
で
さ
、
ぬ
け
た
と
さ
」
と
は

や
し
立
て
、
滑
稽
卑
猥
だ
っ
た
よ
う
だ
。

津
田
村
の
「
諸
日
記
」（
三
宅
郡
貞
著
）に

は
同
年
４
月
「
上
旬
頃
よ
り
伊
勢
大
神
宮
へ

ぬ
け
参
り
、
こ
と
の
ほ
か
有
り
、
津
田
よ
り

百
二
十
人
余
り
ぬ
け
参
り
、
京
・
大
坂
、
お

び
た
だ
し
く
ぬ
け
参
り
有
」「
五
月
に
至
て

伊
勢
ぬ
け
参
り
、
段
々
増
し
、
大
坂
毎
日

五
万
人
程
づ
つ
参
る
有
り
、
施
行
方
々
段
々

出
来
、
竹
輿
・
馬
等
施
行
有
り
、
道
中
は
あ

り
の
通
る
如
し
」
と
あ
る
。
奈
良
を
経
由
し

「
伊
勢
本
街
道
」
を
行
っ
た
の
か
。
い
く
つ

か
コ
ー
ス
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

文
政
の
「
お
か
げ
ま
い
り
」
は
、
文
政
13

年（
1
8
3
0
）閏
３
月
、
阿
波
、
徳
島
佐
古

町
の
手
習
屋
の
子
供
た
ち
の
「
抜
け
ま
い

り
」
に
始
ま
っ
た
。
明
和
か
ら
59
年
目
、
翌

年
が
60
年
周
期
の
「
お
か
げ
年
」
と
い
う
民

衆
の
期
待
感
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
参
宮
数
は

宝
永
、
明
和
を
し
の
ぎ
、
約
五
百
万
人
に
達

し
た
。
一
書
に
曰
く
、「
大
坂
よ
り
若
き
女

五
十
人
余
、
銘
銘
ひ
し
ゃ
く
一
本
宛
持
ち
、

歯
黒
は
落
と
し
て
白
歯
な
り
。
―
―
み
ん
な

一
様
の
支
度
で
、
す
ね
へ
白
の
脚
絆
。
衣
装

は
男
模
様
の
紬
の
大
島
、
び
ろ
ぅ
ど
の
男

帯
に
て
、
裾
高
々
と
上
げ
、
緋
縮
緬
の
ふ
ん

ど
し
を
し
、
髪
は
男
ま
げ
、
さ
ら
し
手
拭
ほ

お
か
む
り
、
笠
に
お
蔭
と
書
き
、
旗
を
た
て
、

抜
け
参
り
と
書
く
。
又
、
道
中
歌
は
や
し
に
、

お
蔭
で
さ
、
す
る
り
と
な
、
抜
け
た
と
さ
」

と
、
異
様
で
卑
猥
な
様
子
を
伝
え
る
。

文
政
の
特
徴
は
、「
お
か
げ
ま
い
り
」
が

終
息
し
た
10
月
は
じ
め
頃
か
ら
大
和
、
河
内

で
「
お
か
げ
お
ど
り
」
が
流
行
し
た
こ
と
だ
。

老
若
男
女
が
手
踊
り
し
、
群
れ
歩
き
、
親
類

縁
者
や
金
持
ち
に
無
理
強
い
し
て
祝
儀
を
も

ら
い
、
年
貢
の
減
免
要
求
な
ど
を
行
っ
た
。

参
宮
せ
ず
、
集
団
的
興
奮
現
象
で
、
幕
末
に

向
か
う
世
直
し
運
動
へ
の
変
化
の
き
ざ
し
で

も
あ
っ
た
。

３
．
枚
方
宿
で
の
文
政
の
「
お
か
げ
ま
い
り
」

枚
方
宿
で
も
文
政
13
年
閏
３
月
に
始
ま
っ

た
。
岡
新
町
村
の
宿
役
人
中
嶋
儀
輔
が
「
宿

村
御
用
留
日
記
」（「
枚
方
宿
役
人
日
記
」
中

島
三
佳
他
訳
）に
そ
の
様
子
を
書
き
留
め
て

い
る
。（
以
下
、
筆
者
の
要
訳
）村
役
人
に

と
っ
て
は
、
迷
惑
な
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
だ
。

15
日
、「
お
か
げ
ま
い
り
」
の
集
団
が
初
め

て
枚
方
宿
を
通
過
、
岡
新
町
村
の
住
民
も
参

宮
に
出
か
け
る
。
庄
屋
、
年
寄
は
同
日
、
留

守
中
見
舞
い
や
跡
祝
い
の
類
、
土
産
物
配
り

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
触
れ
、
参
宮
自
体
は

止
め
ず
、
派
手
に
し
な
い
こ
と
で
黙
認
し
て

い
る
。（
写
真
②
、
京
街
道
筋
の
旧
枚
方
宿
岡

新
町
村
付
近
）

同
月
下
旬
、
京
街
道
筋
を
通
る
参
宮
人
は

日
ご
と
に
多
く
な
る
。
三
矢
村
、
岡
村
で

葭
簾（
よ
し
ず
）を
は
り
接
待
所
を
つ
く
り
、

「
は
っ
た
い
粉
」
を
施
行
す
る
。
街
中
で
は

「
施
行
か
ご
等
、
並
び
に
薩
摩
芋
、
餅
等
施

行
仕
候
様
子
、
―
―
。
三
矢
、
泥
町
、
岡
な

ど
、
人
足
並
び
に
旅
籠
屋
息
子
ど
も
輿
に
て

縮
緬
様
之
褌
に
襦
袢
な
ど
着
し
、
か
き
候
様
、

三
、四
日
前
よ
り
見
受
申
候
。
当
村
は
今
日

よ
り
始
ま
り
申
候
―
―
但
し
往
来
人
千
二
百

人
位
―
―
」
参
宮
集
団
の
増
加
、
村
の
若
者

ら
の
動
向
、
宿
の
施
行
も
記
録
し
て
い
る
。

一
方
、「
凡
五
、六
百
人
程
で
、
交
野
か
ら

見
物
人
多
く
来
る
。
三
矢
か
ら
行
列
に
て

三
十
人
ば
か
り
、
阿
波
亭
も
の
参
り
、
―
―

七
ツ
時
に
三
矢
村
、
大
塚（
村
）、
蔵
ノ
谷

（
枚
方
村
）入
組
に
て
御
所
車
の
か
も
祭
り
ノ

様
子
い
た
し
、
天
ノ
川
橋
ま
で
参
り
候
」
と

あ
る
。
阿
波
の
集
団
の
よ
う
に
柄
杓
を
持
っ

た
異
様
な
衣
装
風
俗
、
葵
祭
の
よ
う
に
華
美

な
様
子
で
、
風
潮
に
の
り
、
宿
近
辺
の
人
々

が
「
何
事
か
が
お
こ
る
」
と
期
待
半
分
で

見
物
し
て
い
る
の
だ
。
宿
内
で
も
29
日
に

は
「
三
矢
・
泥
町
か
ら
旅
籠
屋
の
お
や
ま
ど

も
江
戸
腹
当
い
た
し
、
ふ
ん
ど
し
、
ゆ
か
た

掛
け
に
て
施
行
か
ご
か
き
、
天
ノ
川
ま
で
参

候
」
と
、
参
宮
集
団
の
増
加
と
そ
の
享
楽
的

な
雰
囲
気
に
、
宿
内
の
人
々
も
浮
か
れ
て
い

る
様
子
だ
。
宿
内
外
、
対
応
を
間
違
え
れ
ば
、

一
挙
に
暴
徒
と
化
す
か
も
し
れ
な
い
。
宿
や

村
役
人
ら
の
不
安
が
目
に
浮
か
ぶ
。

「
枚
方
宿
役
人
日
記
」
は
、
終
息
後
の

「
お
か
げ
お
ど
り
」
に
つ
い
て
も
記
す
。
同

年
10
月
下
旬
、
大
和
の
田
原
谷
と
京
田
辺
の

集
団
が
、「
花
美
の
衣
体
に
て
御
蔭
踊
と
て

参
り
、
今
日
は
中
宮
村
へ
参
り
候
」
と
し
て
、

中
宮
村
に
「
お
か
げ
お
ど
り
」
が
及
ん
だ
と

記
す
。
往
還
筋
の
枚
方
宿
や
禁
野
村
へ
も
押

し
か
け
、
11
月
１
日
、
岡
村
へ
釈
尊
寺
村
か

ら
40
人
、
同
２
日
、
岡
新
町
村
へ
春
日
村
か

ら
人
数
不
詳
、
同
16
日
、
岡
新
町
村
、
岡
村

へ
中
振
村
か
ら
5
0
0
人
、
12
月
11
日
、
禁

野
村
か
ら
人
数
不
詳
が
岡
新
町
村
へ
や
っ
て

き
て
旅
籠
屋
の
店
先
な
ど
で
踊
る
。
春
日
村

か
ら
の
一
団
は
禁
野
村
に
も
行
き
、
11
月
４

日
に
は
茄
子
作
村
の
３
、4
0
0
人
が
禁
野

村
へ
、
16
日
の
中
振
村
の
お
よ
そ
5
0
0
人

は
禁
野
村
へ
押
し
か
け
る
。
枚
方
宿
や
隣
村

禁
野
村
の
京
街
道
往
還
筋
で
集
団
の
示
威
を

示
す
た
め
か
、
そ
れ
と
も
日
頃
、
助
郷
村
と

し
て
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
枚
方
宿
へ
物

申
す
た
め
か
、
威
嚇
と
も
思
え
る
「
お
か
げ

お
ど
り
」
に
、
枚
方
宿
の
役
人
連
中
は
戦
々

恐
々
で
あ
っ
た
ろ
う
。

４
．
幕
末
の
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」

慶
応
３
年（
1
8
6
7
）８
月
中
旬
か
ら
起

こ
っ
た
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
に
つ
い
て
、

坂
村
に
あ
っ
た
旗
本
水
野
家
の
陣
屋
代
官
、

吉
川
惣
七
郎
が
著
書
「
慶
応
事
件
記
」（
枚
方

市
）の
冒
頭
で
記
述
し
て
い
る
。「
京
坂
諸
国
、

村
々
ま
で
「
諸
神
仏
札
御
影
」
が
天
か
ら
降

り
、
民
衆
が
そ
の
家
に
押
し
か
け
、
身
分
違

い
の
接
待
を
迫
り
、
家
主
ら
が
難
渋
し
て
い

る
。
酒
に
酔
っ
た
連
中
が
、
男
は
女
、
女

は
男
姿
の
異
様
な
風
俗
で
踊
り
、「
ヨ
イ
ヤ

ナ
イ
カ
」
を
繰
り
返
し
、
言
語
筆
紙
に
尽
く

し
が
た
い
」
と
。
惣
七
郎
は
、
幕
府
の
衰
退

ぶ
り
を
目
に
し
、
混
乱
し
た
世
情
を
な
げ
い

て
い
る
の
だ
。
枚
方
宿
で
も
何
者
か
の
手
で
、

お
札
が
降
り
、
民
衆
が
金
持
ち
や
村
役
人
の

屋
敷
な
ど
に
踊
り
こ
み
、
飲
み
食
い
、
酔
い
、

た
か
っ
た
。「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
は
、
仕

掛
け
人
が
、
世
情
の
混
乱
を
あ
お
る
た
め
起

こ
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
明
治
維
新
直
前
の

京
街
道
で
あ
っ
た
。

（
参
考　
「
お
か
げ
ま
い
り
」
と
「
え
え

じ
ゃ
な
い
か
」、
藤
谷
俊
雄
著　

岩
波
新
書

「
枚
方
宿
役
人
日
記
」
中
島
三
佳
他
訳　
「
東

海
道
枚
方
宿
と
淀
川
」
中
島
三
佳
著
）

安心な宿屋に指定された「鍵屋」の主屋

京街道筋の旧枚方宿岡新町村付近

旅
ブ
ー
ム
、「
講
」の
登
場

　
伊
勢
参
宮「
お
か
げ
ま
い
り
」

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長 

堀
家
啓
男

京
街
道
編
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今
月
は
令
和
３
年
度
40
周
年
準
備
委
員
会

の
委
員
長 

寺
本
浩
史
く
ん
と
副
委
員
長 
黒

野
正
法
く
ん
に
、
現
在
策
定
中
の
中
期
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

広
報
：
寺
本
委
員
長
、
黒
野
副
委
員
長
、
本

日
は
令
和
３
年
度
40
周
年
準
備
委
員
会
で
策

定
中
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
お
話
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

寺
本
く
ん
：
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
北
大
阪

Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
５
年
ご
と
に
目
指
す
べ
き
姿
を
示

し
た
羅
針
盤
で
す
。 

　
私
た
ち
委
員
会
は
、
今
年
度
2
0
2
3
年

か
ら
2
0
2
7
年
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
策
定
に

あ
た
り
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
「
連
続
性
」

を
も
た
せ
る
こ
と
で
す
。
過
去
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
継
承
し
つ
つ
次
の
５
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
す
る
。
現
在
の
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ
中
期
ビ

ジ
ョ
ン
は
創
立
35
周
年
の
年
度
で
あ
る
平
成

29
年
度
の
事
業
検
証
委
員
会
に
お
い
て
立
案

さ
れ
、
2
0
1
8
年
か
ら
2
0
2
2
年
の
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

広
報
：
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に
作
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

黒
野
く
ん
：
現
在
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

（
2
0
1
8

－

2
0
2
2
）は
、
平
成
29
年
度

事
業
検
証
委
員
会
が
歴
代
会
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
、
さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
て
事
業
検
証
結
果
報
告
書
を
作
成

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
報
告
書
を
基
に

当
時
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
抱
え
て
い
た
問
題
点
を
洗

い
出
し
、
翌
年
か
ら
5
年
間
の
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
40
周
年
準
備
委
員
会
に
お
い

て
も
35
周
年
の
時
と
同
様
に
、
歴
代
会
長
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
メ
ン
バ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
自
分
た
ち
が

集
め
た
資
料
と
情
報
か
ら
事
業
検
証
結
果
報

告
書
を
ま
と
め
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
た

資
料
に
は
歴
代
会
長
の
思
い
が
様
々
に
つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て

歴
代
会
長
の
思
い
に
触
れ
る
ご
と
に
、
私
自

身
Y
E
G
の
こ
と
が
本
当
に
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

広
報
：
そ
れ
は
聞
い
て
い
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
ね
！
寺
本
委
員
長
は
歴
代
会
長
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
か
ら
他
に
は
ど
の
よ
う
な
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
ま
し
た
か
？

寺
本
く
ん
：
歴
代
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

人
に
よ
っ
て
表
現
の
仕
方
は
様
々
で
す
が
、

や
は
り
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
環
境
下
に
お

け
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
在
り
方
、
存
在
意
義
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
現

在
策
定
中
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
コ
ロ
ナ

で
先
が
見
え
な
い
時
代
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
Y
E
G
活
動
に
お
い
て
「
交

流
と
研
鑽
」
は
最
も
重
要
で
あ
る
と
一
同
に

お
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
大
変
印
象
的
で

し
た
。「
交
流
と
研
鑽
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
が
ど
の
よ
う
に
地
域
経
済
の

発
展
に
つ
な
が
る
の
か
地
域
へ
何
を
お
返
し

で
き
る
の
か
を
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
表
現
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
：
メ
ン
バ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し
て

分
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

黒
野
く
ん
：
40
周
年
準
備
委
員
会
で
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
今
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
満
足

で
き
て
い
な
い
人
も
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
勿
論
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
充
分
な

活
動
が
で
き
ず
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
が
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
根
っ
こ
の
部
分
ま
で

掘
り
下
げ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
メ
ン
バ
ー

が
満
足
で
き
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
な
る
た
め
の
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
誰
に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
ビ

ジ
ョ
ン
に
し
、
メ
ン
バ
ー
の
共
有
、
共
感
を

得
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
：
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
携
わ
る
中
で
、

寺
本
委
員
長
、
黒
野
副
委
員
長
は
北
大
阪

Y
E
G
に
ど
ん
な
思
い
を
持
た
れ
て
い
ま
す

か
？

寺
本
く
ん
：
地
域
に
お
い
て
、
困
っ
た
時
に

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
頼
め
ば
何
と
か
な
る
。
と
い
う
よ

う
な
集
団
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。
例
え
ば

ま
つ
り
だ
っ
た
ら
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
地
元
の
こ
と
な

ら
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
い
っ
た
風
に
、
い
ろ
ん
な
場
面

で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

組
織
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
他
団
体
や
地
方
公
共
団
体
か
ら

も
そ
う
い
う
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー

同
士
に
お
い
て
は
、
何
が
あ
っ
て
も
助
け
て

く
れ
る
仲
間
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
、

そ
れ
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。
こ

い
つ
の
た
め
な
ら
ち
ょ
っ
と
大
変
だ
け
ど
何

と
か
し
て
や
ろ
う
と
い
う
の
が
仲
間
で
す
よ

ね
。
例
え
て
言
う
な
ら
漫
画
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

の
よ
う
な
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い
で
す
ね
。

歴
代
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
に
そ
う
表
現

し
た
方
が
お
ら
れ
て
、
と
て
も
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
組
織
運
営
に
お

い
て
、
今
ま
で
ど
お
り
で
な
く
て
も
よ
い
、

固
定
観
念
は
捨
て
て
、
必
要
な
時
に
必
要
な

こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
組
織
に
な
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
決

し
て
今
の
組
織
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
は

な
く
、
仕
事
と
同
じ
で
変
化
に
対
し
て
今
ま

で
以
上
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
に
な
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

黒
野
く
ん
：
自
ら
が
人
を
誘
い
た
い
と
思
え

る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
し
た
い
、
ま
た
入
会
し
た
メ
ン

バ
ー
に
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
っ
た
か
ら
成
長
で
き

た
と
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
各
年
度
の
委
員
長
が
主
役
に
な
っ

て
、
委
員
長
が
活
動
を
愉
し
む
こ
と
が
で
き

る
組
織
づ
く
り
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
委
員
長
が
愉

し
ん
で
い
た
ら
、
そ
の
委
員
長
を
支
え
る
メ

ン
バ
ー
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
積
極
的
に
事

業
に
参
画
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
昨
年
度
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で

中
々
リ
ア
ル
に
交
流
が
で
き
ず
ニ
ュ
ー
メ
ン

バ
ー
が
会
に
馴
染
む
に
は
少
し
し
ん
ど
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
。
ス
リ
ー
プ
メ
ン
バ
ー
を

作
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ス

リ
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
い
れ
ば
、
し
っ
か
り
と

掘
り
起
こ
し
て
い
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
み
ん
な
が
愉
し
め
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
な
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

広
報
：
最
後
に
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
へ
の
意

気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

寺
本
く
ん
：
み
ん
な
の
思
い
を
形
に
す
る
た

め
に
、
引
き
続
き
資
料
の
検
証
を
し
っ
か
り

と
進
め
、
メ
ン
バ
ー
が
５
年
先
、
10
年
先

ず
っ
と
愉
し
め
る
よ
う
な
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
す
る
た

め
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

　　
令
和
３
年
度
40
周
年
準
備
委
員
会
で
策

定
さ
れ
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン（
2
0
2
3

－

2
0
2
7
）は
、
40
周
年
を
迎
え
る
令
和
４

年
度
に
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ど
ん
な
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
が
発
表
さ
れ
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
ね
！

せいしょう
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税理士  深 堀雅展税理士・公認会計士が語る！

ふるさと納税

ちょっと一息つきませんか？

25

Column Column
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T
he 

N
O
RT
H
の
読
者
の
皆
様
、
こ

ん
に
ち
は
。
公
認
会
計
士
・
税
理

士
の
深
堀
雅
展
で
す
。
皆
様
、
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
、
お
正
月
は
ゆ
っ
く
り
お
休
み
い
た

だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
昨
年
度
の
お
正

月
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
た
め

外
出
を
控
え
て
い
た
方
も
多
か
っ
た
か
と
思

い
ま
す
が
、
今
年
の
お
正
月
は
外
出
さ
れ
た

方
も
多
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
感
染
対
策

は
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
実
施
さ
れ
た

方
は
、
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に
本
年
３

月
15
日
ま
で
に
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
号
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
解
説
い
た
し
ま
す
。

１		
ふ
る
さ
と
納
税
と
は

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
自
分
の
選
ん
だ
自

治
体
に
寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
行
っ
た
場

合
に
、
寄
附
額
の
う
ち
２
、0
0
0
円
を
越
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
住
民
税
か
ら

原
則
と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
方
の
給
与
収
入
と
家

族
構
成
に
よ
っ
て
限
度
額
は
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
年
収
6
0
0
万
円
の
給
与
所
得

者
の
方
で
扶
養
家
族
が
配
偶
者
の
み
の
場

合
、
3
0
、0
0
0
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

行
う
と
、
２
、0
0
0
円
を
超
え
る
部
分
で

あ
る
3
0
、0
0
0
円（
3
0
、0
0
0
円

－

２
、0
0
0
円
）が
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
が
、
10
万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税

を
行
っ
た
場
合
は
、
約
７
万
円
が
所
得
税
と

住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
だ
け
で
な
く
、

お
世
話
に
な
っ
た
自
治
体
や
応
援
し
た
い
自

治
体
等
、
ど
の
自
治
体
で
も
ふ
る
さ
と
納
税

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

２	

確
定
申
告

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
翌
年
に
確
定
申
告

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
、
確
定
申
告
の
不
要
な

給
与
所
得
者
等
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
先
の
自

治
体
数
が
５
団
体
以
内
で
あ
る
場
合
に
限
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
各
自
治
体
に
申
請

す
る
こ
と
で
確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。

３	

ふ
る
さ
と
納
税
の
メ
リ
ッ
ト

ふ
る
さ
と
納
税
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
以

下
の
３
点
が
あ
り
ま
す
。

①
寄
附
金
控
除

  

寄
附
金
額
か
ら
自
己
負
担
額
の
２
、0
0
0

円
を
控
除
し
た
金
額
が
所
得
税
と
住
民
税

の
税
額
控
除
と
し
て
戻
っ
て
き
ま
す
。
寄

附
金
の
上
限
は
あ
り
ま
す
が
、
実
費
負
担

額
は
２
、0
0
0
円
で
す
。

②
返
戻
金

  

寄
附
を
し
た
自
治
体
か
ら
返
戻
金
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。

③
地
域
応
援

  

ふ
る
さ
と
納
税
は
自
分
の
好
き
な
自
治
体

を
応
援
す
る
こ
と
が
趣
旨
と
な
っ
て
お
り
、

寄
附
金
の
使
途
を
指
定
で
き
ま
す
。

４	

ふ
る
さ
と
納
税
の
デ
メ
リ
ッ
ト

ふ
る
さ
と
納
税
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く

以
下
の
５
点
が
あ
り
ま
す
。

①
自
己
負
担
額
あ
り

  

自
己
負
担
額
２
、0
0
0
円
は
寄
附
金
の

額
に
か
か
わ
ら
ず
か
か
っ
て
き
ま
す
。

②
控
除
限
度
額
あ
り

  

寄
附
金
か
ら
自
己
負
担
額
２
、0
0
0
円

を
差
し
引
い
た
額
が
戻
っ
て
き
ま
す
が
、

控
除
額
に
は
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
控
除

額
の
上
限
を
超
え
て
い
る
場
合
は
留
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
減
税
・
節
税
と
は
異
な
る

  

寄
附
金
は
寄
附
で
あ
り
、
減
税
や
納
税
と

は
異
な
り
ま
す
。
寄
附
に
よ
る
税
制
メ

リ
ッ
ト
の
享
受
と
な
り
ま
す
。

④

年
間
６
自
治
体
以
上
で
確
定
申
告
の
必
要
あ
り

  

年
間
の
納
税
先
が
６
自
治
体
以
上
に
な
る

と
、
給
与
所
得
の
み
で
確
定
申
告
の
対
象

で
な
い
収
入
の
場
合
で
も
、
確
定
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
７
回
寄
附

を
し
て
も
同
じ
自
治
体
に
３
回
な
ら
、
５

自
治
体
へ
の
寄
附
と
な
り
、
確
定
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤

名
義
が
違
う
と
所
得
税
も
住
民
税
も
控
除

さ
れ
な
い

  

寄
附
金
控
除
は
寄
附
者
の
名
義
の
み
し
か

有
効
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を
回
避
す
る

た
め
に
、
事
前
に
控
除
限
度
額
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
給
与
所
得
が
２
、

0
0
0
万
円
以
内
の
会
社
員
で
１
年
間
の
寄

附
先
が
５
自
治
体
以
内
の
場
合
に
ふ
る
さ
と

納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
確
定
申
告
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

イメージ図

（出典：総務省ホームページより一部抜粋）

適用下限額　2,000円

所得税の控除額
（ふるさと納税額-2,000円）

×所得税率

住民税の控除額（基本分）
（ふるさと納税額-2,000円）

×住民税率（10％）

住民税の控除額（特例分）
住民税所得割額の２割を限度

控
除
外

控
除
額

地域ラジオ局「エフエムひらかた」（FM／77.9MHz）の
パーソナリティー、久保有美です。
毎週日曜17時49分からと木曜12時30分から、
「コマツ大阪工場提供　エコライフスクエア」を放送しています。
身近な環境問題について一緒に考えてみませんか。

「 アニマルウェルフェア」今回のテーマは、

※この内容は、令和３年11月21日、25日に「エフエムひらかた77.9」にて放送されたものです。

今週は、アニマルウェルフェアについてお話しま
しょう。アニマルウェルフェアとは動物福祉のこと。
野生とは異なった環境で暮らす動物たちは、はたして
幸せなのだろうか、そんな観点から動物たちの飼育環
境を改善していく動きが、いま広がってきています。
京都にある京都市動物園は、2017年から動物たちの
ストレスを判断する客観的な視点から、動物たちの飼
育環境の改善に繋げようと、行動や栄養面などを細か
く確認できるチェックシートを導入しました。

これは、動物福祉学研究員や獣医さん、飼育員らが
協力して運用するものです。動物園の生き物たちのス
トレスを判断するもののひとつに、動物行動学がある
のですが、例えばゾウが長い鼻や頭を揺らし続けるな
ど目的なく同じ動きを繰り返す「常同行動」はストレ
スに関連することで知られています。

そこに、ホルモン値や体重の増減、腸内細菌など
様々な指標を組み合わせて状態を推定することが大切
です。京都市動物園では、このチェックシートを導入
してから、改善に繋がった事例があります。それはア
ジアゾウへの夜間のグラウンド開放です。京都市動物

園では、夜間閉館後はゾウを屋内にあるゾウ舎で過ご
させていたため、スペースが狭く行動範囲が限られて
しまっていました。そこで、暖かい時期にはグラウン
ドへ繋がる入り口を夜間にも開放することに。すると、
ゾウは積極的に外に出て、ごはんを食べたり、仲間と
過ごしたりできるようになり、ストレス性の常同行動
も減ったといいます。その他、レッサーパンダが長い
時間をかけて食べ物を探せるように、好物のリンゴを
落ち葉に隠してみたり、グラウンドにて過ごすキリン
に日陰を作るために、寒冷紗を使って日陰を増やして
みたり、様々な取り組みを行っているそうですよ。

野生とは異なった環境で暮らす動物たちは、はたし
て幸せなのか、ストレスをかけない暮らしやすい環境
にしてあげられないものか、ヨーロッパに比べまだま
だこれからなところもある日本の動物の飼育事情です
が、これはもう動物愛護の観点からも、共に生きる仲
間としても、動物たちがストレスを感じることがない
生活を送れるよう心を砕くことは当然のことと思いま
す。生き物たちの尊厳を奪わない、そんなわたしたち
でいたいですね。

エコエコラライイフフススククエアエア
『エフエムひらかたFM77.9MHz』� コマツ大阪工場　提供

エフエムひらかたへのお問合わせは ☎072-843-0081

寝屋川警察署からの
お知らせ 【072-823-1234】

その時、マグニチュード7.3の兵庫県南部地震が発生しました。
日本で初めて大都市の直下を震源とする大地震であり、死者6,434名を出した
阪神・淡路大震災。あれから27年。
その後も日本、世界では絶えず災害は繰り返されてきました。
確かなことは「天災は忘れた頃にやってくる」ということです。
この機会に、ご家族や職場で「防災」について考えてみませんか？
大阪市立阿倍野防災センター「あべのタスカル」では防災に対する知識と技術
を総合的に体験を通して学習することができます。

〜1995年１月17日５時46分52秒〜 まずは電話で体験予約をしましょう！
体験型防災学習施設
大阪市立阿倍野防災センター

「あべのタスカル」
開館時間：午前10時～午後６時
休 館 日：水曜日・毎月最終木曜日
入 場 料：無料
問い合わせ先：06-6643-1031
場　　所：  大阪市阿倍野区阿倍野筋

３丁目13番23　あべの
フォルサ３F



世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）
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SAN ESU MOTORS

（例） チラシ／A4サイズ／片面カラー／1,000枚 ＠9.5円（税込10.45円）〜

https://www.daicolo.co.jp
大阪本社／〒573-1132 枚方市招提田近２-８ Tel.072-850-0771㈹　東京支社／札幌支店／仙台支店／名古屋支店／広島支店／福岡支店

072-867-3436ダイコロ株式会社 
大阪本社営業２課お気軽にお問い合わせください

ISO14001：2015 大阪本社・工場

・ヒアリング ・ご提案 ・撮影 ・編集 ・デザイン ・印刷 ・製本 ・配送
企画 デザイン 印刷・納品

企画からデザイン、印刷・納品まで
トータルにサポート！！

枚方・交野
寝屋川 

エリア限定

印刷物・ノベルティ商品
制作キャンペーン

ダイコロならではのスクールアルバムで培った高品質印刷!



会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  3,500会員3,500会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等3,600社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※  なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円
会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円
背表紙裏 38,500円
記事中 28,600円 14,300円 7,150円

枚方市尊延寺899-2

〒573-0152 大阪府枚方市藤阪中町11-30-103
TEL:072-850-3774　  FAX:050-3737-5016
E-mail:customer@nanpu-es.co.jp
HP:http://www.nanpu-es.co.jp/

建設業の許可　管工事業　大阪府知事許可（般-29）　第149150号　第一種フロン類充填回収登録事業者　大阪府知事　第3714号

光熱費削減でお困りの皆さま「冷凍サイクル」と言う科学の魔法で解決します！光熱費削減でお困りの皆さま「冷凍サイクル」と言う科学の魔法で解決します！

省エネルギー診断でエネルギーの「見える化」を省エネルギー診断でエネルギーの「見える化」を

株式会社楠風エナジーシステム

□ 省エネルギー診断
□ ヒートポンプシステムの設計・施工
□ 冷凍・冷蔵設備の設計・施工
□ 排熱・太陽熱システム設計・施工
□ 氷蓄熱・給湯システム設計・施工

〈
事
業
内
容
〉

千葉県市原刑務所
国立神戸視力障害センター

● 簡易省エネルギー診断実績 ●

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…
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肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00
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Trivia

令和４年１月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　デジタル・ファシズム 堤 　 未 果 著(NHK出版　¥968)

2 位　ヒトラー 芝 　 健 介 著(岩波書店 ¥1,276)

3 位　会社がなくなる！ 丹羽宇一郎 著(講談社　 ¥924)

4 位　人新世の資本論 斎 藤 幸 平 著(集英社 ¥1,122)

5 位　アホか。 百 田 尚 樹 著(新潮社　 ¥792)

地域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪

全国

1.36

2.11
2.08

2.5
2.7
2.9
3.1

10月９月８月７月５月R３.４月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.63

1.15
1.12

1.41.4

1.6

1.8

2.0

10月９月８月５月 ７月R３.４月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（10月末人口）
40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市397,882

190,703 207,179
183,072

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市229,237

110,718 118,519 111,435

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,309

37,256 40,053
33,332

2021年11月20日～ 2021年11月26日 ㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking




